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▲大根を持って、はいポーズ！

▲私の大根大きいでしょ！　収穫後は、給食や家庭でおいしくいただきました。

1月号の主な内容
新年のあいさつ
市民が選んだ2007年10大ニュース
新春対談
市民税・県民税の申告相談
民生委員・児童委員のご紹介
まちかどズームイン
市民文芸・市内イベント情報
マイサークル・国際コーナー
くらし百科
１月のごみ収集日
市内施設のイベント情報
しろいし・フレッシュマーケットだよりほか
各種募集
社会教育通信
子育て情報
健康のひろば
お知らせほか

̶̶̶̶̶̶̶̶̶❷
̶❹

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶❻
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̶̶̶̶̶̶̶̶21
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̶25

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶26
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶27

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶28
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶29
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶32

　11月26日、越河保育園近くの畑で、保育園児27名が
大根掘りに挑戦しました。
　この日は、ひかり幼稚園に通う越河と斎川地区の園児
11名を招待。９月中旬に種をまいた大根は大きく育ち、
園児たちは小さな手で力一杯引き抜いては、大根の大き
さを比べ合って歓声を上げていました。

やったー！　大きな大根だ！
～越河保育園で大根掘りに挑戦～

▲自分で引き抜いた大根に大喜び！

▲地域のおじいちゃんやおばあちゃんもお手伝い
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ま
ち
づ
く
り

〜
４
万
人
都
市
復
活
を
目
指
し
て
〜

に
ぎ

新
年
明
け
ま
し
て

　
　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
お
健
や
か
に
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
７
月
の
台
風
４
号
お
よ
び
９
月
の
台

風
９
号
に
よ
る
大
雨
で
大
規
模
な
災
害
が
発

生
し
、
土
砂
崩
れ
に
よ
り
３
集
落
が
孤
立
、

サ
ッ
カ
ー
公
園
が
使
用
不
能
に
な
る
な
ど
、

市
内
各
地
で
河
川
、
道
路
な
ど
の
施
設
や
農

作
物
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
被
害

を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ま
に
心
か
ら
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
マ
ス
コ
ミ
で
は
大
都
市
と
地
方
の

格
差
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
地
方
自
治

体
の
財
政
格
差
を
は
じ
め
所
得
格
差
、
就
業

格
差
、
医
療
格
差
な
ど
が
日
々
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
。
本
市
の
財
政
運
営
は
、
三
位
一
体

改
革
の
影
響
か
ら
地
方
交
付
税
が
大
幅
に
減

額
さ
れ
、
全
国
の
多
く
の
地
方
都
市
と
同
様

に
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
第
２
期

地
方
分
権
改
革
が
進
め
ら
れ
、
真
の
地
方
自

治
を
確
立
す
る
に
は
、
安
定
的
な
財
政
運
営

の
確
保
が
不
可
欠
で
す
。
安
心
し
て
市
民
が

生
活
で
き
る
よ
う
、
宮
城
県
市
長
会
や
東
北

市
長
会
を
通
し
て
、
国
に
地
方
と
大
都
市
の

地
域
間
格
差
の
是
正
を
要
望
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
改
善
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か

か
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
市
民
生
活

は
日
々
進
行
し
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

に
待
っ
た
な
し
で
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

厳
し
い
財
源
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

２
０
０
８
年
心
新
た
に
、
昨
年
提
唱
し
た

「
４
万
人
都
市
復
活
大
作
戦
」
に
よ
る
各
種

事
業
を
確
実
に
実
行
し
、
次
世
代
に
誇
り
を

持
っ
て
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
「
こ
こ
ろ

豊
か
な
ふ
る
さ
と
白
石
」
の
実
現
に
向
け
て

全
力
を
尽
く
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

本
市
が
取
り
組
む
今
年
最
大
の
事
業
は
、

10
月
か
ら
12
月
に
実
施
す
る
大
型
観
光
宣
伝

事
業
「
仙
台
・
宮
城
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

活
性
化
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
市
民
総
ぐ
る

み
の
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

次
に
、
宮
城
県
に
お
い
て
新
し
い
子
育
て

の
支
援
事
業
と
し
て
、新
年
度
か
ら
「
宮
城
っ

こ
子
育
て
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
」
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
15
歳
未
満

の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
に
パ
ス
ポ
ー
ト
を
交

付
し
、
こ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
協
賛
店
舗
に
提

示
す
る
こ
と
に
よ
り
各
種
優
待
が
受
け
ら
れ

る
も
の
で
す
。
昨
年
１
月
に
県
南
４
市
９
町

で
構
成
す
る
宮
城
県
南
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て

本
市
が
提
案
し
、
宮
城
県
知
事
に
導
入
を
要

望
、
実
施
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
市
と
し
て
は
、
こ
の
事
業
の
提
案
市
と

し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

近
々
、
協
賛
い
た
だ
け
る
店
舗
や
事
業
所
の

募
集
が
開
始
さ
れ
ま
す
の
で
、
店
舗
の
特
長

を
活い

か
し
、
い
ろ
い
ろ
な
特
典
を
設
定
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
店
舗

が
魅
力
的
な
特
典
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
各

店
舗
へ
の
誘
客
と
中
心
市
街
地
の
活
性
化
が

図
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
賛

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
平
成
18
年
６
月
に
企
業
立
地

の
促
進
や
地
域
雇
用
の
拡
大
を
図
る
た
め
、

企
業
立
地
促
進
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
昨
年
は
企
業
の
撤
退
が
相
次

ぎ
、
雇
用
へ
の
影
響
と
産
業
の
空
洞
化
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
、

東
京
で
開
催
さ
れ
た
宮
城
県
企
業
立
地
セ
ミ

ナ
ー
に
お
い
て
、
企
業
な
ど
に
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
を
行
い
、
本
市
の
環
境
や
交
通
条
件
の

良
さ
を
推
奨
し
て
き
ま
し
た
。
宮
城
県
内
に

お
い
て
は
、
セ
ン
ト
ラ
ル
自
動
車
の
誘
致
成

功
に
よ
り
、
３
、０
０
０
億
円
と
も
い
わ
れ

る
経
済
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
試
算
さ
れ

て
い
ま
す
。
全
国
の
自
治
体
が
激
し
い
誘
致

競
争
を
行
っ
て
い
る
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
本
市
の
地
域
振
興
を
図
る
上
で
も
企
業

誘
致
は
最
大
の
懸
案
事
項
と
位
置
付
け
、
宮

城
県
と
連
携
し
な
が
ら
精
い
っ
ぱ
い
の
努
力

を
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
定
住
人
口
の
増
加
を
図
る
た
め
制

定
し
た
定
住
促
進
奨
励
金
に
つ
い
て
は
、
昨

年
11
月
末
現
在
で
12
件
３
３
９
万
円
の
実
績

が
あ
り
、こ
の
う
ち
、市
外
か
ら
の
転
入
者
は

３
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
奨
励
金
制

度
を
市
内
外
に
ピ
ー
ア
ー
ル
し
、
定
住
促
進

と
地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

教
育
文
化
関
係
で
は
、
南
中
学
校
建
設
事

業
を
昨
年
９
月
に
着
工
し
ま
し
た
。
校
舎
・

グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
・
プ
ー
ル
改
装
工
事
を
本

年
８
月
完
成
を
目
標
と
し
て
、
快
適
な
学
習

環
境
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
越

河
・
斎
川
・
大
平
・
福
岡
小
学
校
で
開
催
し

て
い
る
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
都
市
計
画
道
路
「
沖
の
沢
郡

山
線
」
の
早
期
完
成
を
目
指
す
と
と
も
に
、

市
民
バ
ス
き
ゃ
っ
す
る
く
ん
の
運
行
、
福
祉

の
郷
事
業
の
推
進
、
生
涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
、
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
と
し

て
の
安
心
メ
ー
ル
の
充
実
や
自
主
防
災
組
織

の
設
立
支
援
、
し
ろ
い
し
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
推
進
な
ど
に
よ
り
市
民
福
祉
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

本
年
も
、
白
石
市
の
限
り
な
い
発
展
に
向

け
、「
共
汗
」「
共
学
」「
共
生
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
、「
市
民
総
参
画
に
よ
る
ふ
る
さ
と
共
創
」

を
目
指
し
、
精
い
っ
ぱ
い
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
１
年
が
皆
さ

ま
に
と
り
ま
し
て
明
る
く
幸
せ
な
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
、

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
、
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
々

市
議
会
に
温
か
い
ご
理
解
と
絶
大
な
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
市
政
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
共

汗
・
共
学
・
共
生
に
よ
る
心
豊
か
な
ふ
る
さ

と
白
石
」
の
実
現
に
向
け
て
、
市
民
の
皆
さ

ま
と
喜
び
を
分
か
ち
合
う
『
赤
ち
ゃ
ん
誕
生

応
援
事
業
』
の
創
設
、
子
育
て
支
援
事
業
の

『
休
日
保
育
』
の
実
施
、
70
歳
以
上
の
高
齢

者
に
『
ほ
っ
と
♨
き
ゃ
す
る
パ
ス
』
の
交
付
、

活
力
と
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
の
『
白
石
市
定
住
促
進
奨
励
金
』

の
創
設
、
越
河
地
区
の
農
業
集
落
排
水
処
理

施
設
『
越
河
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
』
の
稼
働
、

南
中
学
校
校
舎
改
築
工
事
の
開
始
、
Ｊ
Ｒ
白

石
駅
前
の
公
衆
ト
イ
レ
完
成
な
ど
、
多
く
の

事
業
が
実
施
さ
れ
大
変
有
意
義
な
年
で
し

た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら

の
ご
支
持
の
た
ま
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
議
会
で
は
、
昨
年
４
月
の
選
挙

か
ら
議
員
定
数
を
３
名
削
減
し
、
21
名
の
議

員
が
誕
生
し
ま
し
た
。
市
議
会
だ
よ
り
の
発

行
お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
市
議
会

の
ペ
ー
ジ
」
で
会
議
録
を
公
開
す
る
な
ど
、

市
民
に
開
か
れ
た
分
か
り
や
す
い
議
会
づ
く

り
と
議
会
の
活
性
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、

都
市
計
画
道
路
「
沖
の
沢
郡
山
線
」
事
業
推

進
の
要
望
活
動
な
ど
、
市
民
が
豊
か
で
安
心

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
と
、
市
政
発
展
の
た
め

に
、
21
名
の
議
員
は
議
会
で
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
「
東
北
の
景
気
は
緩
や
か
な
が
ら
着
実
に

回
復
を
続
け
て
い
る
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る

も
の
の
、
地
域
経
済
や
業
種
間
の
格
差
は
依

然
残
っ
て
い
る
よ
う
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

本
市
で
は
三
位
一
体
改
革
の
影
響
で
厳
し
い

財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
少
子
化
に
よ
る
総
人
口
の
減
少
」や「
福
祉
・

医
療
・
介
護
」、「
農
業
政
策
」
な
ど
の
重
大

な
諸
問
題
が
あ
り
、
国
・
地
方
と
も
新
た
な

対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
社
会
状
況
の
中
、
市

議
会
で
は
、
今
後
と
も
市
政
の
諸
課
題
に
対

し
、
的
確
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
対
応
す
べ

く
議
員
全
員
の
パ
ワ
ー
を
結
集
し
、
さ
ら
に

議
会
の
活
性
化
を
推
進
し
て
市
民
が「
安
全
・

安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
し
っ
か

り
と
対
応
す
る
た
め
、
議
員
一
同
決
意
を
新

た
に
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
が
幸

せ
を
感
じ
、
こ
の
議
員
を
選
ん
で
良
か
っ
た

と
い
う
議
会
運
営
を
行
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今

後
と
も
格
別
な
ご
協
力
と
ご
支
援
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
、
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
議
員
一
同
、
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

白石市長
風　間　康　静

白石市議会議長
佐　藤　英　雄

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
す
。
こ
れ
に
先
立
ち
、

昨
年
10
月
〜
12
月
に
実
施
し
た
プ
レ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
は
、白
石
城
や
中
心
市
街
地
の
「
す

ま
ｉい

る
ひ
ろ
ば
」
な
ど
を
中
心
に
、
ま
る
ご

と
う
ー
め
ん
ま
つ
り
、
こ
ど
も
白
石
城
、
大

道
芸
人
大
会
、
ま
ち
な
か
音
楽
祭
な
ど
、
住

民
が
主
体
と
な
っ
た
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
、
プ
レ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
が
企
画
し
た
び
ゅ
う
バ

ス「
食
べ
ば
す
号
」や「
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
」

な
ど
は
首
都
圏
か
ら
の
参
加
者
も
多
く
、
好

評
を
得
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、
プ
レ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
実
績
を
し
っ
か
り
と
検
証
し
、

白
石
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
な
ど
の
魅
力
を

広
く
ピ
ー
ア
ー
ル
し
な
が
ら
、
魅
力
的
な
観

光
地
と
し
て
多
く
の
方
々
に
来
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
で
、
観
光
交
流
人

口
が
増
え
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
結
果
と
し

て
市
内
消
費
額
も
増
加
し
、
地
域
活
性
化
に

つ
な
が
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
地
域 ▲本年10月からが本番です！

▲福岡小学校の放課後子ども教室

▲昨年８月本市で開催された宮城県南サミット



市が整備を進めていたＪＲ白石駅前の公衆トイレが完成
（4月上旬）

　駅前公衆トイレの設置を要望する市民の声を受け、本市がＪＲ
白石駅西側に建設していた公衆トイレが４月上旬に完成しまし
た。男女別と多目的トイレを備えており、外観は城下町風に瓦と
しっくいが使われています。

7位
（56票）

▲JR白石駅前に完成した公衆トイレ

白石デジタル中継局が開局、市内の大部分で地上デジタル
放送が視聴可能に（11月1日～）

　11月１日に白石デジタル中継局が開局し、市内の大部分の地域でデジタル放送を見る
ことができるようになりました。この白石デジタル中継局は、ＮＨＫ、東北放送、仙台放送、
ミヤギテレビ、東日本放送の各社共同で大萩山に建設されました。越河地区と小原地区
（七ヶ宿中継局）については、2009年（平成21年）中に開始される予定です。なお、現在の
アナログ放送は2011年７月24日までに終了し、デジタル放送に完全移行する予定です。

9位
（53票）

市民全体の健康増進施設「薬師の湯ひまわりセンター」
がオープン（4月25日）
　平成18年３月末に営業を終了した福岡蔵本字薬師堂地
内の「かんぽの宿白石」が、４月25日に社会福祉法人「白石
ひまわり」が運営する市民全体の健康増進施設「薬師の湯
ひまわりセンター」（愛称：薬師の湯）として生まれ変わりまし
た。市では70歳以上の市民に日帰り入浴無料パスを発行

し、その利用も好調に推移しています。宿泊やほっとくらぶ（生きがいデイサービス）、老人
クラブ支援などの事業も行われている薬師の湯。ご家族で、あるいは友人とお誘い合わ
せの上、ぜひご利用ください。

6位
（63票）

▲４月25日に行われた記念式典

●調査の概要
①調査方法　11～12月に行われた市民満足度調査

と併せて、無作為に抽出した市民1,000
人を対象に郵送方式で実施。自由記入
項目を含む34項目から、１人につき３
項目を選択する形式を採用しました。

※11月21日付けで調査票を発送。
　12月17日現在の集計結果を掲載しています。
②回答状況　有効回答者数468名　回答率46.8％

2位
（137票）

台風４号接近の影響で、市内各所に甚大な被害が発生
（7月15日～16日）

　７月に日本に接近・上陸した台風では過去最大級のものとなっ
た台風４号。本市には15日から16日にかけて最接近し、市内各所
で土砂崩れや水害が発生するなど、市全域に甚大な被害をもた
らしました。特に、市道で大規模地滑り・土砂崩れが発生した西
部地域では、小原・小久保平地区など、３地区の住民が一時孤立。
このほか、白石川サッカー公園が使用不能になる被害も発生しま
した。被害を受けられた皆さまに心からお見舞いを申し上げます。▲崩落した市道小久保平－原線

市内唯一の家電量販店が閉店（3月25日）
　大平森合地区にあるショッピングタウンにあった市内唯一の家電量販店

「ベスト電器ＨＡＬヤオチュウカウボーイ店」が、３月25日で閉店しました。経営会社の家電
事業からの撤退を受けたもので、利用者からは閉店を惜しむ声が多数聞かれました。

3位
（96票）

公立刈田綜合病院内部の意見不統一がマスメディアに掲載
され、話題に（6月下旬～）

　白石・刈田地域の医療拠点としての役割を担う公立刈田
綜合病院。６月下旬以降、院長と一部の医師らの経営方針
や、薬品管理の問題など、病院内部の意見不統一がメディア
に掲載され、市民の関心を集めました。これを受けて、病院を
管理する白石市外二町組合では、後に経営改善に向けた取

り組みを実施。医療ニーズの多様化と、高度専門化・細分化が進む中、今後も地域の基幹病院と
して信頼されるよう、より一層質の高い患者サービスを目指していくことが求められています。

1位
（210票）

▲今後の取り組みに注目が集まります。

編み物用メリヤス針製造の杉浦製作所白石工場が閉鎖（3月31日）
　市の誘致企業第１号として昭和37年に操業を開始したメリヤス針製

造の杉浦製作所白石工場が、３月末で閉鎖となりました。長年にわたり「針工
こう

場
ば

」の愛称
で親しまれてきた杉浦製作所。長期的な展望に立った上での閉鎖決定とのことで、市では
緊急雇用経済対策本部を設置し、関係機関と連携して再雇用への対応に当たりました。

5位
（71票）

    市民が　選んだ
平成19年平成19年10大10大  ニュースニュース

妊婦健康診査の助成を拡大する「赤ちゃん誕生応援事業」
を開始（4月1日～）

　２月議会定例会で発表された本年度の施政方針「４万人都
市復活大作戦」。４月以降、この方針に基づいた施策が次 と々
実施されました。この中で、子育て関連事業における目玉施策
として４月から導入されたのが、妊婦健康診査費用の助成を
拡大する「赤ちゃん誕生応援事業」です。これまで２回目まで
しかなかった助成が、10回にまで拡大され、妊婦の経済的な
負担が大幅に軽減されました。現在、国が求める５回以上の

助成を県内で行っているのは本市と角田市のみ。今後も妊婦の安全な出産を応援してい
きます。

8位
（55票）

▲健康相談の様子

統一地方選挙の後半戦、白石市議会議員選挙を電子投票で
実施（4月22日）

　４月22日に行われた白石市議会選挙。定数が24から21に
削減となった今回の選挙には、25名が立候補し、激しい選挙
戦が繰り広げられました（10名が初当選）。市では今回の選挙
を前回の市議選や、市長選挙に引き続き電子投票で実施。全
国的にも極めて例が少ないとあって、マスメディアからも大き
く取り上げられました。大きなトラブルもなく無事に終了し、開
票時間も49分に短縮することができました。

10位
（39票）

▲投票を行う有権者

　11位は「ＰＳＣパトロール」のサポート
協議会設立（６月４日）と食料品製造の
太平食品工業東北工場の閉鎖（９月30

日）が32票で並ぶ結果となりました。今年、市内では既存企
業の閉鎖や小売店の閉店が相次ぎました。11月末には、長
年にわたり中心商店街の核として営業を続けてきた中町の
ヤオチュウ本店が閉店しました。事業所の閉鎖・閉店に一票
を投じた方は、投票者全体の37％に上ります。その一方で、市内の若手商業関係者でつく
る「中心市街地の賑

にぎ

わいづくり研究会」が企画した「仇討ちシリーズ」や「こけし風鈴」が好
評を得るなど、若い力の息吹を感じることができた年ともなりました。「仇討ちシリーズ」の
発売開始（４月上旬～）は、保育園での休日保育の導入（４月１日～）と並んで13位（27票）
にランクイン。新しい年に向けて、市内経済の活性化のために今何が必要かを、市民一人ひ
とりが考えなければならない時代になっています。

11位以降

▲仇討ちシリーズ

2007白石夏まつりの花火大会で打ち上げ花火が暴発（8月12日）
　白石川河川敷で毎年行われている恒例の花火大会。夏の夜
を彩る美しい花火を見ようと集まった、24,000人の見物客の前
で暴発事故が発生しました。打ち上げ花火の筒１本が暴発し、
次 と々ほかの花火に引火。約50発が制御不能になりました。幸
いにもけが人は出ませんでしたが、一つ間違えば大惨事ともな
りかねない事態でした。実行委員会では、観客の皆さまが安全
に大会を楽しめるよう、事故の再発防止に取り組んでいきます。

4位
（95票）

▲暴発時の花火

45

2007年の主な出来事
※太字は10大ニュースの候補項目

１月
1日 ･ 白石城一周元旦マラソン、初日の出を拝む会
2日 ･弥治郎こけし村でこけしの初挽

び

き
7日 ･武家屋敷催事「七草の会」

･平成18年度成人式
8日 ･白石市消防団出初式
14日 ･碧水園「舞台びらき」
21日 ･「白石市手をつなぐ育成会」が「新成人を祝う会」

を開催
２月
1日 ･ 市民グループ「昔・むかしを伝える会」がすま

ｉ
い

るひろばで豆まき大会を開催
3日 ･武家屋敷催事「節分の会」
4日 ･ホワイトキューブで市民綱引き大会を開催
13日 ･２月議会定例会開会。平成19年度施政方針

「４万人都市復活大作戦」を発表。４月以降、こ
の方針に基づいた施策を展開

17日 ･鷹巣地区の土地区画整理地内で新しい住居表
示を実施。鷹巣西一～三丁目、鷹巣東一～四丁
目という新しい住所が誕生

３月
2日 ･２月議会定例会で平成19年度の当初予算承

認。予算総額は３年連続で減少
3日 ･ 武家屋敷催事「ひな祭り」
9日 ･第26回公民館まつり（～11日）
7日 ･小原温泉の岩風呂「かつらの湯」が入場者５万

人を達成
18日 ･ 碧水園で「郷土の伝統芸能鑑賞会」開催

･「白石市手をつなぐ育成会」が「卒業を祝う会」
を開催

26日 ･吉見教育基金顕彰式
25日 ･市内唯一の家電量販店「ベスト電器ＨＡＬヤオ

チュウカウボーイ店」が閉店
31日 ･編み物用メリヤス針製造の杉浦製作所白石工

場が閉鎖
４月
1日 ･妊婦健康診査の助成を拡大する「赤ちゃん誕

生応援事業」を開始
･婚姻届を提出した新婚市民に対してこけし型
印鑑「めんこ印」を贈呈
･これまで実施していた延長保育に加えて、新
たに休日保育を開始
･定住促進を目指した「白石市定住促進奨励金
制度」を開始
･ 春の市内一斉クリーン作戦実施

上旬 ･ 「中心市街地の賑わいづくり研究会」が企画し
た「仇討ちまんじゅう」「仇討ちクッキー」が販
売開始。後に「仇討ちもろみ」、「仇討ちドーナ
ツ」なども登場
･市が整備を進めていたＪＲ白石駅前の公衆ト
イレが完成

22日 ･統一地方選挙の後半戦、白石市議会議員選挙
を電子投票で実施。定数21に対し25名が立
候補、開票は49分で終了

25日 ･市民全体の健康増進施設「薬師の湯ひまわり
センター」がオープン、記念式典実施

27日 ･福岡八宮・川原子地区の養豚場計画に対し、
地元住民が2,200人分の反対署名簿を提出。
業者は6月上旬から営業を開始

28日 ･ 武家屋敷催事「端午の節句展」（～5月6日）
５月
3日 ･ 2007白石市民春まつり

･ 第49回全日本こけしコンクール開催（～5日）。
市内のこけし工人・加賀沼昌行さんが内閣総
理大臣賞を受賞

12日 ･ 田舎暮らし体験ツアー開催（～13日）。10月
6日～7日にも実施

13日 ･第31回こどもまつり
26日 ･壽丸屋敷で「第３回手づくりの市」開催（～27日）

６月
4日 ･ 白石中学校、東中学校、福岡中学校の生徒でつく

る「PSCパトロール」の活動を支援しようと、市
内の企業や民間団体がサポート協議会を設立

13日 ･碧水園で「第16回伝統芸能フェスティバル」開催
17日 ･市民シャフルボード大会開催
23日 ･東北新幹線開業25周年を記念し、白石蔵王駅

で記念イベントを開催
下旬 ･ 公立刈田綜合病院で、院長と一部の医師らの経

営方針や、薬品管理などの問題の意見不統一が
メディアに掲載され、管理者の白石市外二町組
合では、後に経営改善に向けた取り組みを実施

７月
3日 ･ 姉妹都市のあるオーストラリアからグリーン

リーブス使節団15名が来白（～8日）
6日 ･武家屋敷催事「七夕まつり」（～8日）
15日 ･ 台風４号の影響で東北南部に激しい豪雨（～

16日）。市内各所に甚大な被害が発生し、大規
模地滑りの起こった小久保平など、３地区の
住民が一時孤立。白石川サッカー公園が使用
不能になる被害も発生

中旬 ･「中心市街地の賑わいづくり研究会」が市の新しい
特産品として企画した「こけし風鈴」が販売開始

21日 ･ホワイトキューブで「さわやかフェスティバル」開催
８月
2日 ･ 市内の中学生12名がオーストラリア・ハース

トビル市を訪問（～13日）
11日 ･ 2007白石夏まつり開催（～20日）。12日の

花火大会では打ち上げ花火が暴発、約50発が
制御不能に

18日 ･ 海老名・白石姉妹都市親善少年野球交流大会
下旬 ･市職員のあり方を記載した「白石市職員10

の心得」を制定。全職員に配布
９月
6日 ･市内の小学校図書館の開放を試験的に開始
16日 ･ 第21回みやぎ蔵王高原マラソン大会開催

･第12回姉妹都市国際親善水泳大会
25日 ･武家屋敷催事「お月見と古文書展」（～10月8日）
28日 ･女性用下着などの繊維製品メーカー、白石

ソーイングが工場を閉鎖
29日 ･ 不忘元気の会主催の「不忘オータムフェスタ」

開催（～30日）
30日 ･ 弥治郎こけし村ふれあい祭り

･ 食料品製造の太平食品工業東北工場が事実上の閉鎖
10月
1日 ･ プレ仙台・宮城デスティネーションキャンペー

ン開始（～12月）。市内では９月から「レトロフェ
スタin SHIROISHI」など、多彩な催しを開催
･ 秋の市内一斉クリーン作戦実施

7日 ･第79回白石市民体育大会
8日 ･スパッシュランドしろいしが入館者150万人を達成
14日 ･国内唯一の国際公認クラシックカーレース「ラ・

フェスタ ミッレミリア」の参加車が市内を通過
15日 ･越河地区の農業集落排水処理施設「越河ク

リーンセンター」が稼働
17日 ･白石市と市内の建設・建築団体との間で災害

協定を締結
20日 ･白石城で「こども白石城」開催。市内の中学生

が市政への提言を披露
21日 ･白石城茶会開催。白石城本丸内では「城の会」も開催
26日 ･南中学校の校舎改築工事開始。来年８月に完

成予定
27日 ･ 第38回白石市民文化祭（～11月３日）
28日 ･第９回福祉まつり
11月
1日 ･白石デジタル中継局が開局。市内の大部分で

地上デジタル放送が視聴可能に
3日 ･ 第29回白石市農業祭（～4日）
19日 ･第８回白石市社会福祉大会
30日 ･中町の食品スーパー「ヤオチュウ本店」が閉

店。50年以上の歴史に幕
12月
21日 ･ みやぎ蔵王白石スキー場開き
31日 ･白石城「除夜の鐘を鳴らす会」

　平成19年は市民の皆さんにとってどのよう
な年でしたでしょうか。市では11～12月に実
施した市民満足度調査と併せ、一般市民の方を
対象としたアンケート調査を実施しました。台
風被害や公立刈田綜合病院の問題など、2007
年は話題に富んだ一年となりました。平成20
（2008）年は、皆さんにとってさらなる飛躍
の年となることを期待しています。
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き
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
今
年
は
お
互
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民
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皆
さ
ん
が
「
海
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ラ
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い
ま
す
。
で
も
、「
南

三
陸
時
間
旅
行
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
の
付
け
方
が
う
ま
い
な
あ
と
思

い
ま
す
ね
。

佐
藤
：
南
三
陸
時
間
旅
行
と
い
う
こ
と

で
、
知
恵
を
絞
り
な
が
ら
つ
く
り
ま
し

た
。
昨
年
７
月
に
白
石
に
お
伺
い
し
た

時
、
三
陸
自
動
車
道
が
津
山
イ
ン
タ
ー

ま
で
供
用
開
始
さ
れ
て
お
り
、
実
質
２

時
間
か
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
驚
き
ま

し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
で
は
、
と
て
も

近
い
市
だ
な
と
い
う
感
覚
が
あ
り
ま

す
。
と
こ
ろ
で
、
白
石
城
を
博
物
館
に

し
な
か
っ
た
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
な
と

思
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
白
石
城
か

ら
下
っ
て
い
く
と
お
堀
が
あ
っ
て
、
そ

の
周
り
を
散
策
す
る
と
緑
も
き
れ
い

で
、
武
家
屋
敷
な
ど
の
昔
の
町
並
み
の

雰
囲
気
も
あ
っ
て
、
お
堀
を
ゆ
っ
く
り

の
ん
び
り
歩
い
て
い
る
と
、
白
石
の
歴

史
と
文
化
に
心
を
癒
や
さ
れ
る
、
そ
う

い
う
ま
ち
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
私
は
商
売
が
印
刷
業
な

も
の
で
す
か
ら
、
紙
と
い
う
も
の
に
こ

だ
わ
り
が
あ
り
ま
し
て
、
前
に
白
石
市

の
女
性
の
職
員
か
ら
手
す
き
の
和
紙
の

名
刺
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
名
刺
交
換

と
い
う
の
は
こ
れ
か
ら
ど
う
話
を
し
ま

し
ょ
う
か
と
い
う
入
り
口
の
部
分
で
す

か
ら
、
私
も
海
藻
名
刺
を
持
っ
て
い
ま

す
が
、｢

白
石
の
和
紙
で
作
っ
た
名
刺

と
い
う
の
は
良
い
で
す
ね
。｣

と
い
う

こ
と
で
話
に
入
っ
て
い
き
や
す
い
な
と

思
い
ま
し
た
。
白
石
和
紙
は
全
国
的
に

有
名
で
す
か
ら
、
利
用
の
仕
方
は
こ
れ

か
ら
い
ろ
い
ろ
と
考
え
ら
れ
る
の
か
な

と
思
い
ま
す
。

風
間
：
そ
う
で
す
ね
。
白
石
に
は
「
白

石
三
白
」
と
言
っ
て
、
三
つ
の
白
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
白
石
和
紙
、

白
石
温う
ー

麺め
ん

、
そ
し
て
今
は
く
ず
粉
な
ん

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
で
頑
張
っ
て
い
ま
す

が
、
今
あ
る
も
の
を
ど
う
生
か
す
か
と

い
う
こ
と
が
お
互
い
の
課
題
だ
と
思
い

ま
す
が
。

佐
藤
：
そ
う
で
す
ね
。
な
い
も
の
ね
だ

り
と
い
う
か
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
私

た
ち
行
政
は
、
今
あ
る
も
の
を
ど
う
細

工
す
る
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
す
が
、
ど
う
し
て
も
な
い
も
の
ね

だ
り
を
し
て
し
ま
い
ま
す
ね
。
自
分
た

ち
が
持
っ
て
い
る
お
互
い
の
地
域
資
源

は
い
っ
ぱ
い
あ
る
ん
で
す
か
ら
、
耕
し

て
良
い
も
の
見
つ
け
て
、
そ
れ
を
磨
い

て
い
く
こ
と
が
と
て
も
大
事
な
の
か
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

風
間
：
町
長
が
言
う
よ
う
に
、
あ
る
も

の
を
利
用
す
る
こ
と
の
ほ
か
に
、
私
は

市
民
に
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
場
所
を
見
つ

け
て
ほ
し
い
と
思
う
ん
で
す
よ
。つ
い
、

東
京
や
仙
台
と
比
べ
て｢

何
も
な
い｣

と
言
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。し
か
し
、

な
い
も
の
ね
だ
り
を
す
る
の
で
は
な

く
、
自
分
の
ま
ち
の
良
い
と
こ
ろ
を
ピ

ー
ア
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

思
う
ん
で
す
。

　

南
三
陸
町
に
は
、
海
や
山
の
素
晴
ら

し
い
財
産
が
あ
り
ま
す
ね
。
以
前
、
ツ

ツ
ジ
が
た
く
さ
ん
植
え
ら
れ
た
田た
つ

束が
ね

山さ
ん

に
登
り
ま
し
た
が
、
ツ
ツ
ジ
も
素
晴
ら

し
い
の
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
見
る
リ
ア

ス
式
海
岸
の
素
晴
ら
し
さ
は
す
ご
い
で

す
ね
。
学
校
の
教
科
書
で
学
ぶ
よ
り
、

田
束
山
か
ら
見
れ
ば
一
目
り
ょ
う
然
、

「
こ
れ
が
リ
ア
ス
式
海
岸
だ
よ
」
と
分

か
り
ま
す
。

佐
藤
：
確
か
に
普
段
生
活
し
て
い
る

と
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
の
良
さ
と
い
う

も
の
が
分
か
ら
な
い
で
す
ね
。
私
た
ち

の
ま
ち
で
は
、「
ブ
ラ
ン
ド
塾
」
を
立

ち
上
げ
て
、
12
人
の
塾
生
が
自
分
た
ち

の
ま
ち
の
良
さ
を
あ
ら
た
め
て
再
発
見

し
、
観
光
地
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と

特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
や
っ
て
み
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。そ
れ
と
も
う
一
つ
、

ブ
ラ
ン
ド
塾
と
う
ま
く
タ
イ
ア
ッ
プ
で

き
た
の
が
、
仙
台
・
宮
城
デ
ス
テ
ィ
ネ

ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。
こ
の

Ｄ
Ｃ
が
始
ま
っ
た
時
に
ち
ょ
う
ど
ブ
ラ

ン
ド
塾
を
や
っ
て
い
た
こ
と
が
非
常
に

プ
ラ
ス
に
な
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
「
汐
風
を
食
べ
て

み
ま
せ
ん
か
」
は
ブ
ラ
ン
ド
塾
で
考
え

た
ん
で
す
。「
汐
風
」
の
「
汐
」
の
一

字
も
、「
潮
」
に
し
よ
う
か
「
汐
」
に

し
よ
う
か
悩
ん
だ
の
で
す
が
、
や
は
り

こ
こ
の
「
し
お
か
ぜ
」
は
「
汐
」
の
方

が
ピ
ッ
タ
リ
だ
な
と
決
め
ま
し
た
。
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
そ
う
で
す
が
、
地
場
の

食
材
も
含
め
て
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
南
三
陸
町
で

は
こ
れ
で
今
ど
ん
ど
ん
売
り
出
し
て
い

ま
す
。

風
間
：
う
ち
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が

「
う
め
ぇ
ご
だ
白
石
」
な
ん
で
す
。「
う

め
ぇ
ご
だ
」
の
中
に
は
、「
食
べ
て
お

い
し
い
」、「
上
手
で
あ
る
」、「
素
晴
ら

し
い
技
術
」と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
若
手
の
実
行
委
員
会
が
中
心

と
な
っ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

う
ち
は
今
「
賑
わ
い
づ
く
り
研
究
会
」

と
い
う
の
を
、
若
手
の
皆
さ
ん
で
作
っ

て
も
ら
っ
て
、
前
に
出
し
た
「
仇
討
ち

シ
リ
ー
ズ
」
を
考
え
出
し
た
ん
で
す
。

佐
藤
：
あ
れ
は
面
白
い
で
す

ね
。
ま
ち
づ
く
り
は
面
白
く
な

い
と
だ
め
な
ん
で
す
よ
ね
。

風
間
：
白
石
が
持
っ
て
い
る
歴

史
を
生
か
し
て
い
る
の
が
、
仇

討
ち
シ
リ
ー
ズ
な
ん
で
す
よ
。

「
宮
城
野
信
夫
」
と
い
う
仇
討

ち
物
語
が
白
石
に
は
あ
っ
て
、

そ
れ
を
題
材
に
し
て
、「
敵あ
だ

を
と

る
」
と
い
う
仇
討
ち
で
は
な
く

て
、「
成
就
す
る
」、「
願
い
を

込
め
た
も
の
が
成
功
す
る
」
と

い
う
意
味
で
の
仇
討
ち
シ
リ
ー

ズ
で
、
辛
い
と
い
う
コ
ン
セ
プ

ト
で
作
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

み
ん
な
が
楽
し
み
な
が
ら
４
種

類
の
商
品
が
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
ん
じ
ゅ
う
、
み
そ
、
ク

ッ
キ
ー
、
ド
ー
ナ
ツ
で
す
。

　

ま
た
、
青
年
会
議
所
で
は
、

偉
人
伝
と
い
う
漫
画
読
本
を
８
冊
発
行

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
仇
討
ち
に

関
す
る
も
の
は
孝
子
堂
と
い
う
所
に
、

18
代
横
綱
の
大
砲
万
右
ヱ
門
に
つ
い
て

は
白
石
城
の
銅
像
の
所
に
、
箱
を
作
っ

て
い
つ
で
も
漫
画
を
読
め
る
よ
う
に
と

漫
画
読
本
を
置
い
て
あ
る
ん
で
す
。
今

後
は
、
片
平
観
平
や
片
倉
小
十
郎
な
ど

も
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ち
を
自
分
た
ち

で
再
発
見
し
な
が
ら
自
分
た
ち
で
楽
し

く
や
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

最
近
で
は
、「
軽
ト
ラ
市
」
が
始
ま

り
ま
し
た
。
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
自
分
た
ち

が
栽
培
し
た
野
菜
な
ど
を
乗
せ
て
、
荷

台
を
お
店
と
し
て
現
在
10
台
が
出
店
し

　風間市長の３回目となる｢新春対談｣のお相手は、平成17年10月１日に志津川町と歌津
町が合併して誕生した「南三陸町」の佐藤仁町長です。
　南三陸町は、本市から高速道を乗り継いで約２時間のところにある、太平洋の豊かな恵
みをもたらすリアスの海と、その恵みを支える山に囲まれた風

ふう

光
こう

明
めい

媚
び

な養殖漁業と観光の
町です。
　その初代町長であります佐藤町長と風間市長は、３年前の東京での要望活動で知り合い、
親交を深めていくうちに、互いのまちの交流人口を増やせないだろうかと考え、昨年、互
いの職員同士の交流を行い、観光やまちづくりについて情報交換を行いました。
　今年は、さまざまな機会を利用した海と山の恵みを基にした交流事業への発展が期待さ
れます。これからの交流やお互いのまちづくりへの協力などについてお話を伺いました。

●佐藤仁さんのプロフィール●佐藤仁さんのプロフィール
昭和26年（1951）12月24日、南三陸町志津川生まれ、56歳。昭和26年（1951）12月24日、南三陸町志津川生まれ、56歳。
仙台商業高等学校卒業。仙台商業高等学校卒業。
平成４年２月から志津川町議会議員、平成14年３月から平成17年９月平成４年２月から志津川町議会議員、平成14年３月から平成17年９月
まで志津川町長を務める。まで志津川町長を務める。
平成17年11月、旧歌津町と合併した南三陸町の初代町長。平成17年11月、旧歌津町と合併した南三陸町の初代町長。

宮城県南三陸町長宮城県南三陸町長
Ｊｉｎ　ＳａｔｏＪｉｎ　Ｓａｔｏ

佐　藤　　仁佐　藤　　仁さんさん

風
間
：
今
日
は
大
変
お
忙
し
い
中
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
南
三
陸
町
の
町

長
さ
ん
と
は
ち
ょ
っ
と
し
た
ご
縁
が
あ

っ
て
、
白
石
に
は
な
い
海
を
お
持
ち
の

佐
藤
町
長
と
対
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
お
互
い
交
流
人
口
の
増
加
が
大
き

な
課
題
で
し
ょ
う
か
ら
、
こ
れ
か
ら
南

三
陸
町
と
何
か
交
流
が
で
き
な
い
だ
ろ

う
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

佐
藤
：
私
も
昔
ス
キ
ー
な
ど
で
、
蔵
王

に
も
た
び
た
び
お
邪
魔
し
て
い
た
ん
で

す
が
、
ス
キ
ー
場
や
温
泉
が
あ
る
の
が

大
変
う
ら
や
ま
し
い
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。
白
石
市
は
、
う
ち
の
町
に
な
い
も

の
を
持
っ
て
い
て
、
白
石
市
と
の
交
流

は
お
互
い
に
な
い
も
の
を
補
完
し
合
い

な
が
ら
や
っ
て
い
け
る
と
い
う
と
こ
ろ

か
ら
、
大
変
良
い
組
み
合
わ
せ
な
の
か

な
と
思
う
ん
で
す
が
。

風
間
：
そ
う
で
す
ね
。
お
互
い
が
な
い

も
の
を
分
か
ち
合
え
ま
す
か
ら
ね
。
南

三
陸
町
ま
で
は
ち
ょ
う
ど
２
時
間
で
、

小
旅
行
と
し
て
は
最
高
で
す
。

　

そ
し
て
、何
よ
り
こ
ち
ら
の
魅
力
は
、

「
体
験
型
の
南
三
陸
時
間
旅
行
」
と
い

う
も
の
を
つ
く
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

白
石
の
市
民
が
１
０
０
種
類
以
上
の
体

験
型
観
光
を
し
な
が
ら
宿
泊
し
た
り
、

日
帰
り
の
海
水
浴
を
し
た
り
と
、
夏
は

大
い
に
こ
ち
ら
で
遊
び
、
お
い
し
い
も

の
を
食
べ
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
お

互
い
に
あ
る
も
の
を
、
お
金
を
か
け
ず

に
な
ん
と
か
自
然
の
ま
ま
の
交
流
が
で

▲約２時間で南三陸の美しい海が迎えてくれます

▲田束山から見た三陸のリアス式海岸。絶景です！

▲仙台・宮城デスティネーションキャンペーンポスター

風
間
市
長
の

今
あ
る
も
の
で
の
交
流

ま
ち
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
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風
間
：
同
じ
宮
城
県
で
も
、
案
外
、
お

互
い
の
ま
ち
の
こ
と
を
知
ら
な
い
も
の

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

交
流
す
る
こ
と
で
、
お
互
い
に
こ
う

い
う
良
い
も
の
が
あ
る
ん
だ
と
、
宮
城

県
の
中
で
も
歴
史
を
持
っ
て
い
た
り
、

体
験
が
で
き
た
り
と
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
も
良
い
交
流
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
白
石
の
小
中
学
生
が
南
三

陸
町
に
来
て
、
海
で
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

を
さ
せ
た
い
で
す
ね
。

佐
藤
：
私
が
白
石
は
ぜ
い
た
く
だ
な
と

思
っ
た
の
は
、
碧
水
園
の
能
舞
台
と
茶

室
で
す
ね
。
う
ち
の
町
で
は
味
わ
え
な

い
雰
囲
気
で
す
よ
。
子
ど
も
た
ち
が
何

か
や
る
ん
だ
っ
た
ら
ぜ
い
た
く
だ
な
と

思
い
ま
し
た
ね
。
能
舞
台
で
バ
ン
ド
が

演
奏
す
る
こ
と
も
あ
る
と
聞
い
て
、
す

て
き
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
思
い

ま
す
ね
。

風
間
：
白
石
は
「
歴
史
と
文
化
」
で
売

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
南

三
陸
町
か
ら
お
い
で
い
た
だ
い
た
ら
、

歴
史
と
文
化
を
見
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
同
じ
宮
城
県
の
中
で
、
お
互
い
の

ま
ち
を
逆
に
外
か
ら
見
る
こ
と
で
、
自

分
の
町
の
良
さ
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
で

す
ね
。
交
流
を
し
な
が
ら
お
互
い
が
共

存
共
栄
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
な
と

思
い
ま
す
。

佐
藤
：
体
験
学
習
も
大
事
で
す
が
、
ス

ポ
ー
ツ
で
の
交
流
も
し
な
が
ら
、
お
互

い
高
め
合
っ
て
い
け
ば
、
こ
ん
な
良
い

こ
と
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
先
ほ

ど
も
言
っ
た
よ
う
に
、
２
時
間
か
か
ら

な
い
で
す
か
ら
。
そ
ん
な
に
遠
く
な
い

し
、
ち
ょ
う
ど
良
い
時
間
で
す
よ
ね
。

風
間
：
ち
ょ
う
ど
良
い
と
思
い
ま
す

ね
。
家
族
の
小
旅
行
で
も
良
い
し
、
日

帰
り
も
十
分
で
き
る
距
離
で
す
ね
。

佐
藤
：
や
っ
ぱ
り
、今
、財
政
が
厳
し
い

時
代
で
す
か
ら
、
手
近
で
自
分
の
ま
ち

に
な
い
も
の
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
と

の
交
流
は
、
あ
る
意
味
肩
ひ
じ
張
ら
な

く
て
済
む
の
で
良
い
と
思
う
ん
で
す
よ
。

風
間
：
お
互
い
、
な
い
も
の
ね
だ
り
を

す
る
時
代
で
は
な
い
。
あ
る
も
の
を
い

か
に
ど
う
や
っ
て
活
用
す
る
か
だ
と
思

い
ま
す
。
私
は
柳
生
家
の
家
訓
で
好
き

な
一
節
が
あ
り
ま
す
。「
小
才
は
縁
に

出
会
っ
て
縁
に
気
付
か
ず
、
中
才
は
縁

に
気
付
い
て
縁
を
生
か
せ
ず
、
大
才
は

袖
す
り
会
っ
た
縁
を
も
生
か
す
。」
ち

ょ
っ
と
し
た
縁
で
私
は
町
長
と
知
り
合

い
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
「
袖
す

っ
た
縁
」
を
な
ん
と
か
大
き
な
成
果
に

結
び
つ
け
た
い
な
と
思
い
ま
す
。
最
初

は
小
さ
く
て
も
、
お
互
い
の
利
を
生
か

し
た
も
の
を
何
か
で
き
れ
ば
な
と
思
い

ま
す
。

　

私
た
ち
は
海
を
知
る
。
そ
し
て
、
皆

さ
ん
に
は
本
当
の
山
を
知
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
体
験
型
の
面
白
い
交
流
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

佐
藤
：
住
民
の
皆
さ
ん
は
そ
う
い
っ
た

交
流
を
し
て
い
た
だ
く
。
そ
し
て
、
私

と
風
間
市
長
は
ま
ち
づ
く
り
の
競
争
を

し
ま
し
ょ
う
。
お
互
い
に
良
い
ア
イ
デ

ィ
ア
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
お
互
い
に

「
負
け
て
た
ま
る
か
」
と
い
う
意
気
込

み
で
、
い
い
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

風
間
：
今
後
と
も
ご
指
導
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

佐
藤
：
今
年
は
、
お
互
い
に
良
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
い
ず
れ
は
南
三

陸
町
と
の
交
流
の
中
で
、
南
三
陸
町
に

お
邪
魔
し
て
販
売
も
で
き
る
ん
だ
か
ら

と
話
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。

　

そ
れ
か
ら
、
先
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組

の
中
で
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ
ん
が
紹
介
し

た
料
理
の
中
に
、「
カ
キ
温
麺
」
や
ヘ
ル

シ
ー
な
も
の
に
な
る
と
、
ワ
カ
メ
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
お
互

い
の
持
っ
て
い
る
産
品
を
タ
イ
ア
ッ
プ

し
て
何
か
一
つ
作
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

佐
藤
：
今
、
ワ
カ
メ
と
い
う
お
話
で
し

た
が
、
今
う
ち
の
町
で
は
山
形
県
の
庄

内
町
と
交
流
を
行
っ
て
い
ま
し
て
、
庄

内
町
で
大
き
な
漬
物
屋
が
あ
る
ん
で
す

よ
。
そ
こ
で
ね
ば
ね
ば
の
、
ね
ば
っ
こ

い
も
の
の
漬
物
を
作
ろ
う
と
、
２
年
前

の
11
月
ご
ろ
試
作
を
や
っ
て
い
た
ん
で

す
。
ナ
ガ
イ
モ
や
オ
ク
ラ
、
そ
れ
に
メ

カ
ブ
を
入
れ
た
い
と
、
メ
カ
ブ
を
大
船

渡
か
ら
持
っ
て
き
て
や
っ
て
い
た
ん
で

す
が
、
ち
ょ
う
ど
友
好
町
と
な
っ
た
の

で
、
庄
内
町
の
町
長
さ
ん
か
ら
南
三
陸

町
に
も
メ
カ
ブ
が
あ
る
よ
ね
と
言
わ

れ
、
町
の
業
者
を
紹
介
し
た
ん
で
す
。

そ
う
し
た
ら
、
去
年
の
日
経
新
聞
の
新

し
い
商
品
ベ
ス
ト
10
に
入
っ
た
ん
で
す

よ
。
そ
の
商
品
の
メ
カ
ブ
が
、
南
三
陸

町
産
な
ん
で
す
。

　

そ
こ
で
、
温
麺
に
メ
カ
ブ
な
ど
、
南

三
陸
町
産
の
海
産
物
な
ど
を
ト
ッ
ピ
ン

グ
で
食
べ
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
つ

け
だ
れ
の
中
に
入
れ
て
も
良
い
し
、
何

か
可
能
性
が
い
っ
ぱ
い
広
が
る
の
か
な

と
思
い
ま
す
。

風
間
：
そ
う
で
す
ね
。
夢
を
持
っ
て
、

「
こ
う
し
た
ら
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
」

と
い
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
心
は
忘
れ
た
く

な
い
で
す
ね
。

佐
藤
：
先
ほ
ど
市
長
が
お
話
し
し
た
通

り
、
う
ち
の
町
で
は
海
、
山
の
体
験
メ

ニ
ュ
ー
が
１
０
０
を
超
す
く
ら
い
あ
り

ま
す
か
ら
、
ど
う
い
う
体
験
で
も
で
き

ま
す
。
ダ
イ
ビ
ン
グ
は
子
ど
も
で
は
無

理
で
す
が
。
東
北
地
区
で
ダ
イ
ビ
ン
グ

を
本
格
的
に
や
っ
て
い
る
の
は
う
ち
の

町
だ
け
で
す
。
そ
こ
で
、
う
ち
の
町
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
考
え
て
い
る
の
が

「
ク
チ
バ
シ
カ
ジ
カ
」
と
い
う
小
さ
な

魚
で
す
。
こ
れ
が
顔
は
イ
ノ
シ
シ
み
た

い
で
、
と
て
も
か
わ
い
い
ん
で
す
よ
。

そ
の
ほ
か
に
「
ダ
ン
ゴ
ウ
オ
」
な
ん
か

も
湾
内
に
い
る
ん
で
す
よ
。

　

私
は
、
最
初
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
や
る
っ

て
聞
い
た
時
、「
ダ
イ
ビ
ン
グ
は
沖
縄

じ
ゃ
な
い
の
？
」っ
て
言
っ
た
ん
で
す
。

そ
の
と
き
、
た
ま
た
ま
高
知
県
の
ダ
イ

バ
ー
が
来
て
い
た
の
で
す
が
、「
沖
縄

の
ダ
イ
ビ
ン
グ
と
い
う
の
は
四
季
が
な

い
ん
だ
」
っ
て
言
う
ん
で
す
よ
。
い
つ

潜
っ
て
も
同
じ
も
の
し
か
見
ら
れ
な

い
。
で
も
、
こ
っ
ち
は
海
の
中
に
も
四

季
が
あ
る
ん
だ
そ
う
で
す
。
だ
か
ら
い

つ
潜
っ
て
も
楽
し
い
っ
て
言
う
ん
で

す
。
そ
う
い
う
話
を
聞
い
て
、
そ
う
い

っ
た
う
ち
の
湾
で
な
け
れ
ば
見
ら
れ
な

い
も
の
も
随
分
あ
り
ま
す
か
ら
、
白
石

の
子
ど
も
た
ち
に
来
て
も
ら
っ
て
野
外

観
察
な
ど
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
と
い

ろ
ん
な
視
野
が
広
が
る
と
思
い
ま
す
。

▲南三陸町特産のメカブ

▲ダンゴウオ
　（写真提供：ダイビングサービス グラントスカルピン）

▲クチバシカジカ
　（写真提供：南三陸町自然環境活用センター）

▲南三陸町役場の町長室での佐藤町長と対談。

▲南三陸の海には、私たちの知らない魅力がいっぱい！

▲サンオーレそではまで、これからの交流を誓って佐藤町長と握手

交
流
の
実
現
に
向
け
て

小
さ
な
縁
を
大
き
く
生
か
す



上戸沢、下戸沢、赤井畑、冷清水
新町、赤坂、湯元、明戸、小久保平
越河1区・2区・3区
越河7区・8区
斎川1区・2区・3区
斎川7-1区・7-2区・8区
白川1区・7区
白川3区・5区・6区
大鷹沢1区・2区
大鷹沢5区・7区・8区・田中
機材などの移動および保守点検のため受け付けできません。
大平2区・3-1区
大平3-2区・7区
西区上、西区下
北区、三住
沖

大熊、東、塩倉、中北、猿鼻
保守点検のため受け付けできません。
越河4区・5区・6区
越河9区・10区
斎川4-1区・4-2区・5区・6区
保守点検のため受け付けできません。
白川2区・4区
保守点検のため受け付けできません。
大鷹沢3区・4区・6区
大鷹沢9区・10区・11区・12区

大平1区・8区・城南の丘
大平4区・5区・6区
南区、東区
上原、下原、山ノ下
鎌先、弥治郎、大網

2月 1日
2月 4日
2月 5日
2月 6日
2月 7日
2月 8日
2月12日
2月13日
2月14日
2月15日
2月18日
2月19日
2月20日
2月21日
2月22日
2月25日

金
月
火
水
木
金
火
水
木
金
月
火
水
木
金
月

相談日

小　原
公民館

越　河
公民館

市庁舎
4　 階
大会議室

斎　川
公民館

大鷹沢
公民館

白　川
公民館

相談会場
自　　　　治　　　　会 

午　　　後午　　　前
曜日

八宮、芹沢、蔵王
滝上、尾箆、岩ノ上
本町、中町、長町、亘理町
南町、新町
田町
西益岡
柳町
本郷第二、本郷第四、郡山
本郷第三
申告書の電算処理のため受け付けできません。
上郡山第一、上郡山第二
緑が丘

山根、不忘、川原子
滝下
短ケ町、寿町、清水小路
南町
田町
中益岡、東益岡
本郷第一
旭町
本郷第三

鷹巣、小下倉
寿山

2月26日
2月27日
2月28日
2月29日
3月 3日
3月 4日
3月 5日
3月 6日
3月 7日
3月10日
3月11日
3月12日

3月13日

3月14日

3月17日

火
水
木
金
月
火
水
木
金
月
火
水

木

金

月

相談日

市庁舎
4　 階
大会議室

相談会場
自　　　　治　　　　会 

上記日程で申告できなかった方

午　　　後午　　　前
曜日

※庁舎正面駐車場の混雑が予想されますので、城下広場駐車場をご利用願います。

※

※

◆申告を必要とする方
　今年１月１日現在、市内に住所を有し
ている方は、原則として申告書を提出し
なければなりません。
●該当される方
○商業や農業、製造業などの事業を営
んでいる方
○譲渡、不動産、配当、利子、雑収入な
どの所得があった方
○給与所得以外に公的年金（国民年金
や厚生年金、農業者年金、各種共済
組合年金など）による所得があった方

○給与または公的年金などを２カ所以
上から受け取っている方

○給与所得者または公的年金等所得
者で、事業所や公的年金等支払者
が、給与支払報告書または公的年金
等支払報告書を市に提出されていな
い方
○国民健康保険に加入している方
※収入のなかった方も、申告書に添付
されている用紙に収入のなかった事
由を書いて提出してください。

　なお、所得税の確定申告書を税務署
に提出される方や、給与支払報告書
が市に提出されている方は市・県民
税の申告を行う必要はありません。

◆所得の種類により受付窓口が分
かれます
　申告相談時の待ち時間を緩和するた
め、所得の種類により、窓口を２つに分
けて受け付けします。
①給与・年金のみの所得の方
②給与・年金以外に所得のある方

◆申告に必要なもの
①所得の状況が明らかな帳簿や領収
書、または計算資料など、これらが確
認できるもの

②配偶者や扶養親族などの収入額が
分かるもの

③医療費などの受領書
④生命保険料や地震保険料などの控
除証明書

⑤印鑑
※農業所得や事業所得、不動産所得
の計算書が必要な方は、各地区公
民館の窓口または市庁舎１階税務
課窓口でお受け取りください。

◆所得税の確定申告
　所得税の確定申告は、平成19年中の
所得と、それに対する所得税の納め過
ぎや不足分を精算するための申告です。

源泉徴収や予定納税で納め過ぎになっ
ている方や、給与所得の方で雑損控除
や医療費控除を受けられる方、年の途
中で退職し、その後就職しないため年末
調整を受けなかった方などは、確定申告
をしないと納め過ぎになっている税金が
還付されません。税金の還付申告を行
う方は、１月４日以降、税務署で受け付
けますので、お早めに申告してください。
　なお、申告の際は印鑑（シャチハタ以
外のもの）と預金通帳（郵便貯金通帳も
可）を持参してください。
　今年も円滑に申告業務を推進するた
め、市民の皆さまのご理解とご協力をお
願いします。

◆自書申告を希望される方に
　所得税の確定申告は、申告納税制度
の趣旨から確定申告書の「自書申告」を推
進しています。自書申告を希望される方は、
１月末から市庁舎１階税務課窓口に申告
書を用意していますのでご利用ください。
　また、インターネットにも「所得税の確定
申告書作成コーナー」がありますのでご
利用ください。
●国税庁ホームページＵＲＬ
http://www.nta.go.jp

●申告相談に当たっては、以下の点についてあらかじめご了承くださいますようお願いします。
・午前中に受け付けを済ませた方でも、受け付け人数によっては午後からの相談となる場合があります。
・３月13日（木）・14日（金）・17日（月）は大変込み合いますので、できる限り指定した日での申告にご協力ください。
・地区公民館での申告日に当たる２月１日（金）～15日（金）は、担当職員全員が会場に移動するため、市役所での申告は受け付けできません。
・２月27日（水）・３月６日（木）のみ、夜間の受け付け（18:30～ 19:30）を市庁舎４階大会議室で実施します。なお、酪農や肉用牛の申告をされ
る方は、相談に時間がかかりますので夜間受け付けはご遠慮ください。
・２月４日（月）・８日（金）・13日（水）の午後および18日（月）は、申告システムの保守点検などのため受け付けできません。また、３月10日（月）は、
申告書の処理日のため受け付けできません。
　この申告は、市民税・県民税が算定されるばかりでなく、国民健康保険税（申告がないと国保税の軽減が受けられない場合が
あります）や後期高齢者保険料、所得証明書などの資料となる大変重要な手続きです。
　市税の納付は口座振り替えが便利です。 問税務課市民税係　☎22-1313

市・県民税申告相談日程表

平成
20年度 市民税・県民税の申告相談 

●受付時間／9:00～11:00および13:00～17:00
　※各公民館の受け付け終了時間は15:30です。

２月1日（金）～３月17日（月）

1011

　税源移譲により、所得税率の変更
による税負担の軽減の影響は受け
ず、住民税率の変更による税負担の
影響のみを受ける方（平成19年の
収入が退職などにより大幅に減った
方）については、既に納付済みの平
成19年度分の住民税から、税源移
譲により増額となった住民税相当額
を還付します。
●対象者　平成19年度分の課税所得
（分離課税分含まず）が所得税と住
民税の人的控除の差額より大きく、
さらに平成20年度分の課税所得（分
離課税分含む）が、所得税と住民税
の人的控除の差額以下の方。
※課税所得とは、所得から各種所得

控除を差し引いた額です。
※所得変動に伴う住民税の還付を受
けるには、市町村へ「減額申告書」
を提出することが必要です。
　平成19年１月１日現在お住まい
の市町村へ減額申告書を提出するこ
ととなっていますので、平成19年
中に本市に転入し、該当される方は
平成19年度の住民税を課税した市
町村へ申告を行ってください。
　なお、個別の対象・非対象につい
ては、住民税が確定する（平成20
年度は６月13日）までお答えでき
ませんので、ご了承ください。
※詳しくはお問い合わせください。
●申告期間　7月1日（火）～31日（木）

　65歳以上の方（昭和15年１月２
日以前に生まれた方）に適用されて
いた住民税の老年者非課税措置が、
少子高齢化が急速に進行する中で、
年齢にかかわらず公平に税負担を分
かち合う観点から、平成18年度課
税分以降廃止されました。
　このため、急激な税負担を軽減す
る経過措置が設けられ、平成18年
度には税の3分の2、平成19年度に
は税額の3分の1が軽減されていま
したが、平成20年度にはこの経過
措置がなくなります。

ご存じですか？　税制改正の主なポイント
問税務課市民税係　022-1313

平成19年に収入が減り所得税が課されなかった方で、一定の条件を満たす方は、
「所得変動に係わる住民税の減額措置」を申告により受けることができます

平成17年１月１日時点で
65歳以上であった皆さまへ

所得税から住宅ローン控除額を引ききれなかった方は
控除しきれなかった分を市町村へ申告をすると住民税（所得割）から控除されます
　税源移譲により、所得税が減額と
なり、控除できる住宅ローン控除額
が減る場合があります。平成18年末
まで入居され、所得税の住宅ローン
控除を受けている方で、所得税から
控除しきれなかった額がある場合は、
翌年度の住民税（所得割）から控除
できます。給与所得者については、
平成19年分の給与所得の源泉徴収
票の摘要欄に「住宅借入金等特別控
除可能額」が記載され、この金額が
源泉徴収票の「住宅借入金等特別控
除の額」より大きい場合、住民税の
住宅ローン控除の対象となります。
　住民税の住宅ローン控除額は、「住
宅ローン控除可能額」と「税源移譲
前の税率を用いて算出した所得税
額」のいずれか少ない金額から「所
得税の住宅ローン控除額」を差し引
いた金額です。平成20年以降「住
民税の住宅ローン控除」の適用を受
けるためには、毎年「市町村民税道

府県税住宅借入金等特別税額控除申
告書」を提出することが必要です。
●今回の申告期限　３月17日（月）
　平成19年分の所得税から控除しき
れない額が発生した場合は、申告期
限までに平成20年１月１日現在お
住まいの市町村へ住宅借入金等特別
税額控除申告書を提出してください。
●提出方法
①所得税の確定申告をされない方
→源泉徴収票を添付して市へ提出
②所得税の確定申告をされる方
→所得税の申告書と共に税務署へ提出
※市で所得税の確定申告を受け付け
た場合は、市が確定申告書と共に税
務署へ提出します。
※平成19年以降に入居した場合は、
住民税の住宅ローン控除の適用はあ
りません。所得税において別途、新
たな住宅ローン控除制度の特例が設
けられました。詳しくはお問い合わ
せください。

　地震災害に対する市民の皆さん一
人ひとりの備えにより、将来的な負
担の軽減を図り、資産の保全を進め
るため、地震保険料控除が新たに創
設されました。居住者など（生計を
一にする配偶やそのほかの親族を含
みます）の所有する居住用家屋・生
活用動産（例：住宅、マンション、
家財など）を対象とした損害保険契
約等にかかる地震等損害部分の保険
料（地震保険料）を支払った場合には、
平成20年度より市県民税の控除の対
象になります。これに伴い、これま
での損害保険料控除が変わります。
①平成20年度から短期損害保険料
控除が控除対象からはずれます。
②長期損害保険料は、平成18年末
日までに締結したものに限り、控除
の対象となります。
③１つの契約で地震保険料と長期損
害保険料を支払っていた場合には、
地震保険料または長期損害保険料の
どちらか有利な方の控除を受けられ
ます。
■新しい地震保険料控除

損害保険料控除から地震
保険料控除へ

■所得税と住民税の人的控除の差
控除の種類 金額 控除の種類 金額

障害者控除
普　　通 1万円

扶養控除

一　　般 5万円
特　　別 10万円 特　　定 18万円

寡婦控除
一　　般 1万円 老　　人 10万円
特例加算 4万円 同居老親 13万円

寡夫控除 1万円 同居特別障害者加算 12万円
勤労学生控除 1万円 配 偶 者

特別控除
38万円以上40万円未満 5万円

配偶者控除
一　　般 5万円 40万円以上45万円未満 3万円
老　　人 10万円 基礎控除 5万円

控除内容 控除限度額

地震保険料契約に関する保険
料の2分の1 2万5千円

【経過措置】平成18年12月31日
までに締結した長期損害保険
契約については、従前の損害
保険料控除が適用されます。

1万円

地震保険料と長期損害保険があ
る場合は、地震保険料控除額と
長期損害保険料控除額の合計

2万5千円



民生委員・児童委員、主任児童委員に関する
お問い合わせ

福祉事務所　022-1400

八木澤敏子
樋渡　文子
佐藤　　繁
岩澤喜久治
木内　　茂
徳力　弘正
岡崎　豊明
紺野　　實
立田佐代子
岡崎よしい
山口　貞子
髙橋　武夫
髙橋　直弘
吉見　周子
井上　亀男
風間　文静
齋藤　暢慶
佐藤　洋子
佐藤　善信
田中　徳子
山田　三男
一石　正平
荒井　　禮
高橋　泰雄
島貫　征二
柏葉紀美子
佐藤　晴代
髙子　明子
福士　直輝
大槻　文子
菊池　冴子
森　　節雄
日下　展子
岩崎美智子
半田　美代
大場　邦子

白石市南町二丁目2-22-7
　〃　南町一丁目6-18
　〃　新館町3-3-5
　〃　田町一丁目4-5
　〃　字本町75-14
　〃　字中町53
　〃　字亘理町5
　〃　大川町9-16-10
　〃　西益岡町1-11
　〃　西益岡町5-18
　〃　八幡町3-6
　〃　沢端町3-21-1
　〃　大手町3-27
　〃　字清水小路5-1
　〃　東町二丁目9-62
　〃　字柳町16
　〃　東町二丁目3-11
　〃　字堂場前89
　〃　字寺屋敷前72-19
　〃　字堂場前28
　〃　郡山字西堀55-38
　〃　字十王堂北46-6
　〃　字不澄ケ池123
　〃　字半沢屋敷前85-1
　〃　寿山25-13
　〃　寿山8-17
　〃　鷹巣東三丁目17-21
　〃　鷹巣字芳賀屋敷64
　〃　鷹巣字堂ノ入山2-4
　〃　緑が丘14-10
　〃　旭町二丁目8-8
　〃　字東大畑103-4
　〃　郡山字飯塚40
　〃　字東大畑14-2
　〃　郡山字弥陀内6-1
　〃　小下倉字石田10

25-2025
25-3644
25-6498
25-2964
25-3330
26-3367
26-2015
25-6032
25-5443
26-3052
25-9604
25-4657
24-4253
25-2450
25-3803
25-6470
25-4255
25-4144
25-4660
25-4203
25-6464
25-1777
26-3383
25-2414
25-4078
25-8324
25-4633
25-8025
26-1666
24-3175
25-4503
25-6052
25-3811
25-0918
25-5809
26-2226

氏　名 住　　　所 電話番号 担当地区
南 町
南 町
田 町
田 町
本 町
中町、長町
亘 理 町
短 ヶ 町
新 町
西 益 岡
西 益 岡
中 益 岡
東 益 岡
清水小路、寿町
柳 町
柳 町
柳 町
本 郷 第 一
本 郷 第 一
本 郷 第 二
本 郷 第 三
本 郷 第 三
本 郷 第 三
本 郷 第 四
寿 山
寿 山
鷹 巣
鷹 巣
緑 が 丘
緑 が 丘
旭 町
上郡山第一
上郡山第二
郡 山
郡 山
小 下 倉

松野　恭子
村上　早苗
遠藤　　孝
安藤　栁一
宍戸久美子
東山　正孝

白石市越河字外河原田18-1
　〃　越河字内屋敷外27-1
　〃　越河五賀字中郷良38-2
　〃　越河五賀字古屋敷19-11
　〃　越河平字中妻前4-3
　〃　越河平字中在家7

28-2443
28-2740
28-2676
28-2549
28-2968
28-2231

氏　名 住　　　所 電話番号 担当地区
越河1区・2区
越河3区・4区
越河5区・6区
越河7区・8区
越河9区
越河10区

◆越河地区（６名）

◆白石地区（36名）

畑中　榮子
髙橋　郁子
大浦　捷三
佐藤　正明

白石市斎川字小萱3
　〃　斎川字町屋敷36
　〃　斎川字用明9
　〃　斎川字谷地15-2

25-5819
25-7692
25-6436
25-9378

氏　名 住　　　所 電話番号 担当地区
斎川1区・2区・3区の一部
斎川3・4-1・4-2区
斎川5区・6区
斎川7-1・7-2・8区

◆斎川地区（4名）

黒沢　利子
髙橋ヨウ子
佐藤　俊治
松野由喜子
角田　　訓
佐藤　紀子
佐藤　　進

白石市大平森合字沢ノ前43-1
　〃　大平森合字上観音前44
　〃　大平森合字清水田43
　〃　大平中目字六反町34-4
　〃　大平坂谷字石高前7
　〃　上久保4-34
　〃　城南二丁目16-7

26-2975
25-6970
25-8681
25-5126
25-0462
25-7286
25-7665

氏　名 住　　　所 電話番号 担当地区
大 平 1 区
大 平 2 区
大平3-1区・3-2区
大平4区・5区・6区
大平7区・3-2区の一部
大平8区・1区の一部
城 南 の 丘

◆大平地区（7名）

齋藤くに子
岩松　ひろ
四竈　裕子
半澤　常子
佐藤　清雄
小室　純子
石塚　日子

白石市小原字町41
　〃　小原字江志堤下99-10
　〃　小原字沢尻29
　〃　小原字中北44
　〃　小原字萩立21-1
　〃　小原字斎沢3
　〃　小原字小久保平105

29-2519
29-2622
29-2330
29-2024
29-2419
29-2045
29-2029

氏　名 住　　　所 電話番号 担当地区
上戸沢、下戸沢
赤井畑、冷清水、大熊
塩 倉 、東
中北、猿鼻
新 町
赤坂、湯元
明戸、小久保平

◆小原地区（7名）

志村　千芳
島貫よしい
日下　雅嗣
佐藤　咲雄

白石市大鷹沢三沢字坂端8-1
　〃　大鷹沢三沢字西中ノ内65
　〃　大鷹沢三沢字市道44-64
　〃　大鷹沢大町字平井田134

24-3070
25-2209
25-1749
25-4468

氏　名 住　　　所 電話番号 担当地区
大鷹沢1区・田中
大鷹沢4区・5区
大鷹沢6区・7区
大鷹沢8区・9区・12区

◆大鷹沢地区（4名）

佐藤　順一
佐藤まき子
髙橋　義喜
小熊　芳胤
佐藤　勇二
太田　莊悦

白石市白川内親字向44
　〃　白川津田字稗田21-1
　〃　白川津田字山崎屋敷96-1
　〃　白川津田字川畑161
　〃　白川小奥字表前72
　〃　白川犬卒都婆字椚下11-2

27-2046
27-2247
27-2728
27-2622
27-2732
27-2958

氏　名 住　　　所 電話番号 担当地区
白 川 1 区
白 川 2 区
白 川 3 区
白 川 4 区
白 川 5 区
白川6区・7区

◆白川地区（6名）

鈴木　一郎
半沢　昭治
志田喜代勝
和田　祐臣
田切よし子
小倉　勝志
矢内　和子
吉見　りよ
小室　幸一
平間　孝男
髙橋　良子
日下　基夫
日下　仁一
片平恵美子
佐藤芙美子
髙橋　敦子
津久井トモ子
大槻　吉男

白石市福岡蔵本字西ノ原一番106
　〃　福岡蔵本字滝下58
　〃　福岡蔵本字下舘73-5
　〃　福岡蔵本字薬師堂130
　〃　福岡蔵本字中原6
　〃　福岡八宮字弥治郎北73
　〃　福岡長袋字山ノ下11-1
　〃　福岡長袋字上河原3-6
　〃　福岡長袋字中ノ在家27
　〃　福岡長袋字三部山21-8
　〃　福岡八宮字舘前41
　〃　福岡八宮字坂ノ上1
　〃　福岡深谷字岩見柴29
　〃　福岡深谷字白山堂4-1
　〃　福岡深谷字南上116-2
　〃　福岡深谷字即安14
　〃　福岡八宮字不忘140
　〃　福岡蔵本字長峯15-2

25-2823
25-3280
25-2694
25-7432
25-3648
25-6561
26-2757
25-1376
25-1569
24-5413
26-3260
25-8362
25-6952
25-9023
24-5365
24-8012
24-8151
24-8376

氏　名 住　　　所 電話番号 担当地区
滝上、岩ノ上
滝 下
滝 下
尾 箆
上原、下原
鎌先、弥治郎
山 ノ 下

沖
沖

山 根
八 宮
大網、芹沢
西区上、西区下
東 区
北区、南区
三住、蔵王
不 忘
川 原 子

◆福岡地区（18名）

井上　ミネ
川島　陽子
古山　孝子
齋藤　郁子
髙橋　京子
佐藤　範代
髙橋　玲子
北沢　恵美
遠藤まつみ
佐々木榮子
吉川たか子
我妻　たか
蓬田　久子
平間　節子
尾形　祐子
小林　　一

白石市旭町三丁目8-22
　〃　郡山字鍋石山2-53
　〃　越河字町屋敷7
　〃　越河五賀字山田70-1
　〃　斎川字町屋敷16
　〃　斎川字中斎川西86
　〃　大平中目字大黒松1
　〃　上久保5-11
　〃　大鷹沢三沢字竹ノ中5
　〃　大鷹沢大町字横根110-1
　〃　白川津田字山崎前18-2
　〃　白川犬卒都婆字福崎5
　〃　福岡長袋字中河原8-27
　〃　福岡深谷字関下32
　〃　小原字原3-3
　〃　小原字中田37-1

26-3323
25-6408
28-2929
28-2709
26-2705
24-5279
25-2465
25-1027
25-1357
25-5510
27-2677
27-2159
25-2332
25-8295
29-2244
29-2545

氏　名 住　　　所 電話番号 担当地区
白 石
白 石
越 河
越 河
斎 川
斎 川
大 平
大 平
大 鷹 沢
大 鷹 沢
白 川
白 川
福 岡
福 岡
小 原
小 原

民 生委員・児童委員の皆さん（88名）

　区域を担当する民生委員・児童委員は、社会奉仕の精
神を持って生活困窮者や高齢者、児童、障害者などで援
護を必要とする方々の支援活動に当たり、福祉事務所や
児童相談所などの関係機関に対して協力することにな
っています。
　民生委員・児童委員は、地域住民にとって身近な存在
です。高齢者や障害者などの福祉関係問題に限らず、日
常生活で困ったことが起こったときは、お近くの民生委
員・児童委員にご相談ください。委員の皆さんが必要な
助言や指導、関係する行政機関への橋渡しなどを行って
くれます。

民生委員・児童委員の仕事は？
～日常生活の困りごとを相談ください～

　主任児童委員は、児童福祉関係機関と区域を担当す
る民生委員・児童委員との連絡調整、民生委員・児童委
員と一体となった活動と必要な援助・協力を行うことに
なっています。
　近年、児童虐待が増加し、社会問題となっています
が、主任児童委員は、地域に密着した機関として常に地
域の子どもたちの状況を知ることで、虐待などを発見し
た場合には、児童相談所など関係機関と連携し対応する
など、特に早期発見・早期対応ができると期待されてい
ます。
　児童に関するさまざまな問題がありましたら、各区域
の民生委員・児童委員または主任児童委員にご相談くだ
さい。

主任児童委員の仕事は？
～児童に関するさまざまな問題を相談ください～

～生活保護・児童福祉・母子福祉などの相談に応じています～

　このほど、次の方々が厚生労働大臣から民生委員・児童委員および主任児童委員に委嘱
されましたのでお知らせします。各委員さんの任期は平成22年11月までです。

白石市民生委員・児童委員
主任児童委員の皆さんを紹介します

主 任児童委員の皆さん（16名）
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ま・ち・か・ど IN！ 皆さんからのすてきな情報を待ってます！

（10月21日、グランディ21）

　第２回家庭バレーボール宮城県大会
ビニールボールの部において、本市の
代表として出場した旭町チームが、見
事優勝しました。本当におめでとうご
ざいました。

家庭バレーボールで旭町が県で優勝

（11月27日、市庁舎）
　東中学校女子新体操部やサッカー
部の皆さんが来庁し、県大会での活
躍を報告しました。10月31日にも全
国大会で７位になった男子新体操部
の皆さんが来庁しています。

東中学校の新体操部などが活動を報告

（11月17日、中央公民館）
　大鷹沢小学校や白川中学校、白石
工業高校、白石青年会議所の皆さん
が、青少年の健全育成のために取り
組んでいる活動を発表し、青少年の
健全育成の大切さを確認しました。

青少年健全育成市民の集い

　11月19日、ホワイトキューブで第
８回白石市社会福祉大会が開催され
ました。白石市社会福祉協議会が主
催したこの大会は、社会福祉の分野
で貢献した個人や団体を表彰し、社
会福祉のさらなる発展につなげてい
こうと、３年に一度開催されている
ものです。
　記念式典後には、津軽三味線奏者
の高橋祐次郎さんによる記念講演も
行われ、演奏を織り交ぜた楽しい講
演で会場を沸かせていました。

　11月上旬、中町の壽丸屋敷で押し
花作品展が開催されました。この作
品展は、プレ仙台・宮城デスティネ
ーションキャンペーンの一環として
市内の押し花愛好家、船山のり子さ
んの作品約80点が展示されました。

　屋敷内には、船山さん自身が育て
た花々や、野山を歩きながら集めた
植物を使って作られた猫やウサギな
どの作品が並べられ、期間中たくさ
んの人が訪れて美しい作品の数々に
見入っていました。

　11月22日、勤労感謝の日を前に、ひ
かり幼稚園の年長児34人が公立刈田綜
合病院を訪れ、病気を治してくれるお
医者さんと看護師さんに感謝の気持ち
を込めて、手づくりの感謝状を贈りま
した。

　ひかり幼稚園では、毎年市内の企業
や官公庁に園児手づくりの感謝状を
贈っています。この日も、刈田病院の
ほか、消防署や歯科医院など７個所に
も園児たちが感謝状を贈り、感謝の気
持ちを伝えました。

社会福祉の発展に向けて

第８回白石市社会福祉大会
病気を治してくれてありがとう！

ひかり幼稚園児が感謝状を贈呈
美しい作品の数々を展示

壽
す

丸
まる

屋敷で押し花作品展

本町で「手作りの市」を開催
　12月１日、白石川緑地公園で第17
回目となるスポーツ少年団奉仕活動
が行われました。この活動は、団員
のエコロジー感覚を育てるとともに、
健全育成を図ることを目的として、
毎年開催しているものです。
　活動には、15団体から団員や保護
者、指導者など約400名が参加して、
公園内の清掃作業を行いました。
　団員たちは、分別の仕方を学びな
がら、日ごろ練習している施設への
感謝の心を込めて作業を行いました。

　11月29日、ホワイトキューブで白
石中学校の３年生による白石の未来
への提言発表会が開催されました。

　より暮らしやすく、より魅力的な
まちづくりをテーマに、３年生135人
全員が37グループに分かれて白石の
まちづくりを考えました。発表会で
は、そのうち14グループの提言を発
表しました。助言者からは、いくつ
かの提言は実現が可能という意見も
飛び出し、中学生の豊かな発想力に
驚いていました。

感謝の気持ちを忘れずに！

第17回スポーツ少年団奉仕活動

私たちは白石が大好きです！

白石の未来への提言発表会

　小原・上戸沢地区の産廃処分場問
題で、建設反対期成同盟会では公売
にかけられた計画地の一部を市民か
らの募金を基に取得し、市に寄付し
ました。
　11月28日に同盟会の鈴木恒秋会長
や太宰雄一郎副会長などの役員が来
庁。風間市長に寄付申出書を手渡し
ました。鈴木会長は「命の水を守る
ための森にしてほしい。」と要望。
風間市長からも環境を保護していく
との意向が伝えられました。

市民の皆さんに心から感謝します

小原地区産廃予定地を一部取得、市に寄付

　三菱ＵＦＪ環境財団が主催する
「第12回みどりの絵コンクール」で、
越河小学校３年生の片平愛

あい

佳
か

さんの
描いた絵画「田んぼのあぜ道遊び」
が、最優秀賞の環境大臣賞に選ばれ
ました。
　11月19日、愛佳さんとご両親が風
間市長に受賞の報告に訪れ、全国か
ら応募のあった２万７千点の作品の
中から選ばれた作品を披露しながら、
受賞した喜びを笑顔で語り、風間市長
からは、お祝いの言葉が送られました。

白石の美しい自然をテーマに!!

本町で「手作りの市」を開催みどりの絵コンクールで環境大臣賞受賞

　11月18日、碧水園の能楽堂を会場
に、景綱会の皆さんによる「景綱囃子」
の演奏の後、「片倉小十郎が生きて
いた時代の戦闘について」と題して、
宮城学院女子大学国際文化学科のＪ．
Ｆ．モリス教授を講師に招き、講演
会を開催しました。
　景綱公の時代の戦闘についての興
味深い話に、集まった100人を超える
皆さんが熱心に講話に聞き入ってい
ました。講演後には、景綱公ゆかり
の史跡巡りも行われました。

　12月２日、中央公民館で「読み聞
かせ＆講演会」が開催され、全国で
絵本の読み聞かせを行っている直木
賞作家の志茂田景樹さんが絵本の読
み聞かせを行いました。

　志茂田さんは、読み聞かせを通じ
て命の尊さと生きることの素晴らし
さを伝えようと取り組んでいます。
この日も、集まった250人の親子の前
で心の込もった読み聞かせを披露。
子どもたちは志茂田さんのお話に
じっくりと耳を傾けていました。

第15回白石市生涯学習フェスティバル

歴史への誘い「片倉小十郎景綱生誕450年」
命の尊さを伝えたい

読み聞かせ＆講演会

▲優勝した旭町チームの皆さん

▲県大会で３位となった東中サッカー部と
個人４位の女子新体操部の皆さん

▲取り組みの発表を行った皆さん

▲温かみのある作品の数々

▲高橋祐次郎さんの記念講演

　11月17日、発達に心配のある子ど
もたちの母子通園施設「ひこうせん」
で、開園10周年記念式典・講演会を
開催しました。

　卒園児や保護者など多くの皆さん
が出席。全国発達支援通園事業連絡
協議会副会長である仙台市なのはな
ホームの加々見ちづ子園長を講師に
迎え、｢子どもと共に育つ喜び｣と
題して、経験談を基に心温まる講演
をいただき、お母さんたちに温かい
エールを送ることができました。

地域に根ざした施設を目指して！

ひこうせん開園10周年記念講演会

▲熱心に講演に聴き入る参加者の皆さん

▲熱心に講演に聴き入る参加者の皆さん

▲寒い中の作業となりました

▲感謝状のほか、お花も贈りました

▲風間市長に報告に訪れた愛佳さんとご両親

▲読み聞かせを行う志茂田さん

▲能舞台で講演を行うモリス教授▲水源地を守ってください！



市民文芸
応募方法
一人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内。はがきに作品・住所・氏名・応募する壇名をはっきり書
き、〒989-0292白石市大手町1-1 白石市総務課へ。はがき1枚に短歌、俳句、川柳の併記は不
可。毎月15日締め切り。
Ｅメールでも応募できます。（koho@city.shiroishi.miyagi.jp）
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～楽しく若 し々く、心身を活性化～
●日時／毎月水曜日　13:30～15:30
●場所／深谷公民館

I n t e r n a t i o n a l  C o r n e r

ダニーの

マイ
サークル

若葉琴の会
201

　若葉琴の会
　代表　佐藤　芙美子　024-5365

　若葉琴の会（琴伝流大正琴）は、深谷公

民館を拠点として週１回の練習を行ってい

ます。楽器は持ち運びが容易で親しみやす

く、懐かしいメロディーに乗ってリズミカ

ルに指を動かすことは、心身の活性化を促

し若々しさを保つ上で、とても有意義な活

動の一つと言えるでしょう。

　地区の公民館まつりには、懐かしい唄や

童謡を演奏し、会場からは楽しそうな歌声

も聞こえてきます。また、市内の保育園や

福祉施設にも、ボランティア活動の一環と

してお伺いさせていただき、大正琴に触れ

たり一緒に歌ったりして楽しいひとときを

過ごしていただけるよう努めています。

　なお、地域づくりを支援する「やる気隊」

にも登録していますので、市を通してお気

軽にお声掛けください。

　ぜひ、大正琴に触れてみませんか！　皆

さまのおいでを心よりお待ちしています。
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評 評

市 内 イ ベ ン ト 掲 示 板 （1月1日～2月5日）〈　　＝花火打ち上げ〉

※そのほかのイベント情報などの詳細については、市のホームページをご覧ください。

開催日 時間 イベント名 場所 有・無料 問い合わせ先 備考
～1月21日（月） 9:00～

16:00　 弥治郎こけし初挽
び
き奉納作品展 弥治郎こけし村 入村無料 弥治郎こけし村

☎26-3993 22頁掲載

1月  1日（祝） 6:30～
7:30　 初日の出を拝む会 白石城天守閣 無料 白石城管理事務所

☎24-3030

1月  2日（水）10:00～ 弥治郎こけし初挽
び
き 弥治郎こけし村 入村無料 弥治郎こけし村

☎26-3993 22頁掲載

1月  7日（月）11:00～13:00　 七草の会 武家屋敷
「旧小関家」

大人200円、
高校生以下100円
※P24の無料券を
持参の方は無料

博物館建設準備室
☎22-1343 24頁掲載

1月  7日（月）11:00～ 新春を寿
ことほ
ぐ市民の集い パレスリゾート

白石蔵王
参加費3,000円
※受け付け終了

総務課秘書係
☎22-1333

1月12日（土）10:30～13:00　 第5回冬の検断屋敷まつり 小原検断屋敷 見学無料 小原公民館
☎29-2031 24頁掲載

1月13日（日）10:00～※受け付け開始9:00 成人式 中央公民館 入場無料 中央公民館
☎26-2453

1月13日（日） 9:00～ 碧水園舞台びらき 碧水園 入場無料 古典芸能伝承の館
☎25-7949 24頁掲載

1月19日（土）10:00～11:30　
定期リサイクル教室
「牛乳パックの調味料スタンド・食卓セット、ペン立て作り」いきいきプラザ

参加無料
※材料持参、申し込み必要

いきいきプラザ
☎22-1635 24頁掲載

1月20日（日）10:00～15:00　 碧水園初釜「新春茶会」 碧水園 お茶券
1,000円

古典芸能伝承の館
☎25-7949 24頁掲載

1月26日（土） 8:30～
12:00　 いきいきプラザフリーマーケット いきいきプラザ 入場無料

※出店希望者連絡必要
いきいきプラザ
☎22-1635 24頁掲載

1月27日（日）8:45集合 第46回新春囲碁・将棋大会※申し込み締め切り1月17日 中央公民館 参加費1,200円
※中学生以下は600円

中央公民館
☎26-2453 33頁掲載

1月27日（日）13:30～※12:30開場碧水園能普及公演「喜
き
多
た
流青年能」 碧水園 有料

※詳しくはお問い合わせください
古典芸能伝承の館
☎25-7949 24頁掲載

2月  3日（日）10:00～ 節分の会 武家屋敷
「旧小関家」

大人200円、
高校生以下100円
※P24の無料券持参の方は無料

博物館建設準備室
☎22-1343 24頁掲載

2月  3日（日）10:00～15:00　 碧水園茶会 碧水園 お茶券400円 古典芸能伝承の館☎25-7949
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日本人の飲酒のマナーと習慣
多くの国では、アルコールを飲む習慣があると思いま

す。何かを祝うとき、悲しいとき、人生のステップアッ
プのときなど、やはりアルコールを飲むことが多いでし
ょう。３カ月前、白石に来てすぐ、日本のお酒を飲んだ
とき、大事な習慣を学びました。それは、自分でお酒を
注ぐのではなく、相手に注いでもらったり、仲間のグラ
スに注いだりすることでした。ビールでも日本酒でも、
どんなお酒でもこれがマナーなんだと思いました。しか
し、自分が生まれたオーストラリアでは、たとえ仲間同
士で飲み会をしていても、パブで一人で飲んでいても、
みんなは自分で自分のグラスにお酒を注ぐのが普通で
す。それから、オーストラリアでは、マナーの高い人だ
と周りの仲間に思わせたいなら、みんなの分のお酒を注
ぎ、最後に自分のグラスにお酒を注ぐという習慣もあり
ますが、それでも、日本の習慣と比べると少し寂しいこ
とだと思うかもしれませんが、これがナチュラルなこと
です。
でも、自分でお酒を注ぐのも良い点があると思います。

例えば、ゆっくり自分のペースで飲めることです。この
ため、レストランでは酔っぱらうお客さんはいません。
パブでは酔っている人の姿は見ますが、レストランでは
一度も見たことはなかったので、初めて日本に来た時、
レストランで隣のお客さんが歩けないぐらい飲んでいた
のを見てビックリしました。さらにビックリしたのは、
代行タクシーに迎えに来てもらうことです。なぜなら、
私の国では、代行タクシーというものはないからです。
飲み過ぎると、ナイトバスで家に帰ることができますが、
車は次の朝まで動かせないのです。やはり、代行タクシ
ーは便利なものですね。
お酒を飲む習慣は、国によって本当に大きな違いがあ
ると思います。しかし、人間がお酒の魅力にとことんま
ではまることは変わらないでしょう。私にとって今年は
初めて体験する東北の冬の寒さが少し怖いです。だから、
今年は心を温めるために、蔵王の酒を飲もうかなと考え
ています。では、また来月！

▲大正琴



　は問い合わせ先です

D o you know?
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問
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ラ
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0
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２
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０
７
８
３

　
（
相
談
日　

月
・
水
・
金
９
時
〜
16
時
）

お　

な　

や　

み

「
携
帯
電
話
ト
ラ
ブ
ル
」

〜「
プ
ロ
フ
」
を
ご
存
じ
で
す
か
？
〜

　

市
内
で
事
業
を
営
む
た
め
、
左
表
に

例
示
し
た
機
械
や
器
具
、
備
品
な
ど
の

償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
個
人
・
法

人
の
方
は
、
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り

毎
年
１
月
１
日
現
在
に
お
け
る
所
有
状

況
を
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

固
定
資
産
台
帳
や
減
価
償
却
費
内
訳

表
な
ど
を
必
ず
ご
確
認
の
上
、
期
限
ま

で
に
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
新
し
い
「
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
75
歳
以
上
の
方
と
、

寝
た
き
り
な
ど
の
障
害
の
あ
る
65
歳
以

上
の
方
が
対
象
で
、
現
在
加
入
の
医
療

保
険
か
ら
脱
退
し
、
全
員
が
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
加
入
し
ま
す
。

　

宮
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
率

　

積
雪
時
に
は
、
地
下
消
火
栓
の
ふ
た

が
雪
の
下
に
隠
れ
、
消
火
活
動
に
支
障

が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
消
防
職
員

や
地
元
の
消
防
団
員
が
除
雪
し
て
い
ま

す
が
、
管
内
消
火
栓
の
一
斉
除
雪
は
難

し
い
状
況
で
す
。
近
く
に
消
火
栓
（
特

に
地
下
消
火
栓
）
が
あ
る
場
合
は
、
家

の
周
囲
の
除
雪
と
併
せ
て
、
消
火
栓
上

の
除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
生
活
環
境
課　

0
２
２
―
１
３
１
４

　

平
成
19
年
度
の
宮
城
県
最
低
賃
金
が

左
記
の
金
額
に
決
定
し
ま
し
た
。

●
宮
城
県
最
低
賃
金（
時
間
額
）　

６
３
９
円

●
宮
城
県
産
業
別
最
低
賃
金（
時
間
額
）

　

鉄
鋼
業
７
４
８
円
、電
気
機
械
器
具
、

情
報
通
信
機
械
器
具
、
電
子
部
品
・
デ

バ
イ
ス
製
造
業
７
１
９
円
、
自
動
車
小

売
業
７
２
２
円

問
宮
城
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

0
０
２
２
―
２
９
９
―
８
８
４
１

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
近
年
、
携
帯
電
話
は
老
若
男

女
を
問
わ
ず
必
需
品
と
な
り
ま
し
た
。

通
信
が
大
変
便
利
に
な
っ
た
一
方
で
、

ト
ラ
ブ
ル
も
増
え
て
い
ま
す
。
最
近
、

「
プ
ロ
フ
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
聞
く

と
思
い
ま
す
が
、
ご
存
じ
で
す
か
？

　

プ
ロ
フ
と
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
「
ブ
ロ

グ
」
の
携
帯
電
話
版
で
、
自
分
の
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
を
、
簡
単
に
作
成
し
て
公
開

で
き
る
サ
イ
ト
（
い
わ
ゆ
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
ペ
ー
ジ
）
で
す
。
中
高
生
を

中
心
に
人
気
を
集
め
、
居
住
地
域
、
生

年
月
日
、
趣
味
、
よ
く
行
く
店
な
ど
の

情
報
を
書
き
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

情
報
を
共
有
す
る
楽
し
み
が
あ
る
一

方
、
書
き
込
ん
だ
内
容
が
い
じ
め
や
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
禁
止
し
て
い
る
学
校
も
あ
り

ま
す
。

●
ト
ラ
ブ
ル
事
例
１

　
「
み
ん
な
が
や
っ
て
い
る
か
ら
」
と
、

安
易
に
氏
名
や
学
校
（
職
場
）
名
、メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
、
顔
写
真
を
掲
載
し
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
誰
か
が
掲
示
板
に
あ

る
こ
と
な
い
こ
と
を
書
き
込
み
、
さ
ら

に
は
プ
ロ
フ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
住
所
）
を
ア
ク
セ
ス
数
の

多
い
ペ
ー
ジ
に
張
り
付
け
た
の
で
す
。

こ
の
た
め
、
私
の
プ
ロ
フ
に
は
ひ
ど
い

言
葉
が
毎
日
大
量
に
書
き
込
ま
れ
、
学

校
で
い
じ
め
に
遭
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
も
う
二
度
と
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

プ
ロ
フ
や
掲
示
板
に
書
い
た
情
報

は
、
世
界
中
の
人
が
見
る
こ
と
が
可
能

で
す
。
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
携
帯
電
話
の
サ
イ
ト
で
知
り

合
っ
た
人
と
会
お
う
と
す
る
の
は
と
て

も
危
険
で
す
。

●
ト
ラ
ブ
ル
事
例
２

　

あ
る
日
突
然
、
携
帯
電
話
に
メ
ー
ル

が
入
り
ま
し
た
。「
私
の
写
真
を
送
っ

た
の
で
見
て
ね
」
と
書
い
て
あ
っ
た
の

で
そ
の
ペ
ー
ジ
を
開
く
と
、
別
の
ペ
ー

ジ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
が
掲
載
し
て
あ
り
、
名
前

と
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
し
て
見
た

と
こ
ろ
、
後
で
料
金
請
求
の
メ
ー
ル
が

来
て
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
と
分
か
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
「
携
帯
Ｓ
Ｎ
Ｓ
」
と
い
う
会

員
制
の
携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
参

加
す
る
に
は
登
録
が
必
要
で
、
ゲ
ー
ム

が
で
き
る
も
の
も
あ
る
そ
う
で
す
。
こ

の
ほ
か
、「
モ
デ
ル
募
集
」
の
サ
イ
ト

に
自
分
の
セ
ミ
ヌ
ー
ド
写
真
を
送
っ
た

と
こ
ろ
、「
モ
デ
ル
に
な
る
子
を
紹
介

し
な
い
と
、
写
真
を
ネ
ッ
ト
に
ば
ら
ま

く
」
と
脅
さ
れ
た
例
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

安
易
に
個
人
情
報
を
書
き
込
ん
だ

り
、
疑
わ
し
い
サ
イ
ト
を
開
い
た
り
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

★「
振
り
込
め
詐
欺
」
や
「
税
金
還

付
詐
欺
」、「
訴
訟
裁
判
取
り
下
げ

通
達
書
詐
欺
」
も
衰
え
て
い
ま
せ

ん
。
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
連
絡
は

絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

は
、
11
月
に
開
催
さ
れ
た
宮
城
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
に
お
い

て
、
上
表
の
通
り
決
定
し
ま
し
た
。

　

年
額
保
険
料
は
表
中
の「
①
所
得
割
」

と
「
②
均
等
割
」
の
合
計
額
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
50
万
円
が
限
度
額
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
20
・
21
年
度
の

２
年
単
位
で
財
政
運
営
を
行
う
た
め
、

２
年
間
同
じ
保
険
料
率
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
所
得
額
に
よ
っ
て
は
軽
減
制

度
が
あ
る
ほ
か
、
社
会
保
険
な
ど
の
被

扶
養
者
の
方
に
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
経
過
措
置
（
減
額
）
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
に
該
当
す
る
方
に
は
、

減
額
後
の
保
険
料
で
通
知
し
ま
す
の

で
、
各
自
申
請
の
手
続
き
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

問
宮
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
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健
康
推
進
課
老
人
保
健
係

　

0
２
２
―
１
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税
務
課
国
民
健
康
保
険
税
係

　

0
２
２
―
１
３
１
３

　

な
お
、
昨
年
申
告
さ
れ
た
方
に
は
通

知
書
や
申
告
書
な
ど
を
郵
送
し
て
い
ま

す
。
用
紙
が
届
い
て
い
な
い
方
や
足
り

な
い
方
、
昨
年
新
た
に
事
業
を
始
め
ら

れ
た
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
市
内
の
事
業
者
に
償
却
資
産
を
貸
し

付
け
て
い
る
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
申
告
期
限　

１
月
31
日（
木
）

●
提
出
先　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　

多
重
債
務
で
お
困
り
の
方
を
対
象
に

し
た
電
話
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
消

費
生
活
相
談
員
が
、
専
門
家
の
指
導
を

仰
ぎ
な
が
ら
解
決
法
を
助
言
し
ま
す
の

で
、
１
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
開
催
期
間　

１
月
〜
３
月
の
毎
月
第

２
・
第
４
日
曜
日
、
13
時
〜
19
時

●
相
談
受
け
付
け
電
話
番
号

　

0
２
２
―
０
７
８
３

※
１
月
13
日
は
、
0
２
２
―
１
６
３
５

で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
は
、
有
権

者
か
ら
の
申
請
に
基
づ
い
て
、
毎
年
１

月
１
日
現
在
で
調
製
さ
れ
ま
す
。

　

次
の
条
件
に
該
当
す
る
方
は
、
平
成

20
年
１
月
１
日
現
在
の
状
況
を
「
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請

書
」
に
記
入
・
押
印
し
て
、
１
月
10
日

（
木
）ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
登
載
申
請
書
は
、
自
治
会
長
な
ど
の

農
業
委
員
会
協
力
員
が
12
月
下
旬
に

配
布
し
、１
月
上
旬
に
回
収
し
ま
す
。

期
間
内
に
申
請
書
が
届
か
な
い
場
合

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
選
挙
権
を
有
す
る
方

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
、
昭
和
63
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
満
20
歳
以

上
の
方
で
、
次
の
要
件
を
備
え
る
方

①
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
い
て
、

耕
作
業
務
を
営
む
方

②
①
の
同
居
親
族
（
６
親
等
内
の
血
族

ま
た
は
３
親
等
内
の
姻
族
）
ま
た
は

そ
の
配
偶
者
の
方
で
、
年
間
に
お
お

む
ね
60
日
以
上
耕
作
に
従
事
す
る
方

③
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
い
て
耕
作

業
務
を
営
む
農
業
生
産
法
人
の
組
合

員
ま
た
は
社
員
の
方
で
、
年
間
お
お

む
ね
60
日
以
上
耕
作
に
従
事
す
る
方

■
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

●
縦
覧
期
間　

２
月
23
日（
土
）か
ら
３

月
９
日（
土
）ま
で
の
15
日
間

●
場
所　
市
庁
舎
４
階
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

問
農
業
委
員
会
事
務
局　

0
２
２
―
１
２
５
６

　

現
在
、
小
中
学
校
に
在
学
、
ま
た
は

４
月
か
ら
小
学
校
へ
入
学
さ
れ
る
子
ど

も
さ
ん
の
保
護
者
の
方
で
、
経
済
的
な

理
由
か
ら
就
学
準
備
な
ど
に
支
障
を
来

す
方
の
た
め
に
「
就
学
援
助
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。
申
請
が
認
定
さ
れ
る
と
、

学
校
で
必
要
な
学
用
品
や
、
給
食
な
ど

の
費
用
が
援
助
さ
れ
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
在
学
中
の
小
中

学
校
ま
た
は
入
学
予
定
の
小
学
校
で
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
現
在
援
助

を
受
け
て
い
る
方
も
、
引
き
続
き
希
望

さ
れ
る
場
合
は
申
請
が
必
要
で
す
。

問
学
校
教
育
課　

0
２
２
―
１
３
４
２

　

退
職
金
は
従
業
員
の
働
く
意
欲
を
高

め
、
退
職
後
の
生
活
を
支
え
る
重
要
な

も
の
で
す
。
中
退
共
制
度
（
中
小
企
業

退
職
金
共
済
制
度
）
は
、
一
般
の
従
業

員
だ
け
で
な
く
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
な

ど
の
短
時
間
労
働
者
の
方
も
加
入
で
き

ま
す
。
一
般
の
従
業
員
よ
り
低
い
掛
け

金
（
２
千
円
、
３
千
円
、
４
千
円
）
も

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
加
入
し
や

す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方

は
、
専
用
の
申
込
書
に
記
入
・
押
印
し
、

お
近
く
の
金
融
機
関
ま
た
は
委
託
事
業

主
団
体
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　

0
０
３
―
３
４
３
６
―
０
１
５
１

　

今
回
は
資
源
ご
み「
び
ん
類
」の
分
別・

出
し
方
で
す
。
び
ん
は
次
の
３
種
類
に
色

別
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
赤
の
指
定
袋
に

入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
無
色
透
明
び
ん（
く
も
り
色
を
含
む
）

②
茶
色
び
ん
（
ビ
ー
ル
び
ん
や
ド
リ
ン

ク
剤
な
ど
）

③
そ
の
ほ
か
の
び
ん（
青
・
緑
・
黒
な
ど
）

・
び
ん
類
の
中
身
は
空
に
し
、
キ
ャ
ッ

プ
を
取
り
外
し
（
も
や
せ
な
い
ご
み

へ
）、
水
洗
い
し
て
く
だ
さ
い
。

・
キ
ャ
ッ
プ
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
で
、

外
せ
な
い
も
の
は
、
そ
の
ま
ま
出
し

て
く
だ
さ
い
。

・
の
り
付
け
し
て
あ
る
ラ
ベ
ル
は
外
さ

ず
、
そ
の
ま
ま
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ご
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
点

①
次
の
も
の
は
も
や
せ
な
い
ご
み
に
な

り
ま
す
（
割
れ
た
も
の
を
含
む
）。

・
耐
熱
ガ
ラ
ス
、
ガ
ラ
ス
の
食
器
、
陶

磁
器
、
化
粧
品
の
び
ん
、
油
の
び
ん
、

せ
と
も
の
、
電
球
、
蛍
光
灯
な
ど

②
農
薬
・
劇
薬
の
び
ん
は
集
積
所
に
出

せ
ま
せ
ん
。
販
売
店
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　

び
ん
は
中
央
公
民
館
や
い
き
い
き
プ
ラ

ザ
の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
出
す
こ
と
も
で

き
ま
す
。
コ
ン
テ
ナ
で
回
収
す
る
の
で
、

資
源
ご
み
の
袋
に
入
れ
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
開
放
時
間
は
、
毎
週
日
曜
日
の
９

時
か
ら
12
時
ま
で
で
す
。

問
生
活
環
境
課　

0
２
２
―
１
３
１
４

しろい
し

　エ

コ

　

プロ
ジ
ェ
ク

ト
　

■保険料

区分 計算方法

①所得割（応能割）（前年中の総所得金額等－33万円）×7.14%

②均等割（応益割） 被保険者1人当たり年額38,760円

賦課限度額 50万円

※県内均一の保険料となります。

■償却資産の対象となる主な資産例（業種別）
業種 資産の名称

全業種共通
駐車場舗装（アスファルト）、門・塀、エアコン、看板、受変電・
自家発電などの電気設備、中央監視装置、屋外の給排水
ガス設備、広告設備、内装（テナントが施工したもの）など

一般事業
（事務所）

パソコン、コピー機、ロッカー、エアコン、応接セット、
キャビネット、金庫など

不動産賃貸
（アパートなど）
駐車場賃貸

自転車置き場、屋外灯、屋外の給排水ガス設備、駐車
場用機械設備、駐車場舗装、門・塀、エアコン、そのほ
かの屋外設備など

小売店・
飲食店

レジスター、自動販売機、ガスレンジなどの台所用品、
テレビ、カラオケ、冷蔵庫、陳列ケース、エアコン、看
板、内装（テナントが施工したもの）など

写真店 写真現像焼付設備、パソコン、デジタル複写機、エアコンなど

ガソリンスタンド
独立キャノピー、給油装置、洗車装置、屋外照明設備、
構内舗装、コンクリート擁壁、排水除害設備、ホイール
バランサー、コンプレッサーなど

建設業 ブルドーザーやスイーパーなどの建設用大型特殊自
動車、掘削機、測量機器など

理容・美容業
サインポール、理美容いす、洗面設備、タオル蒸し器、
ドライヤー、テレビ、エアコン、レジスター、内装（テナン
トが施工したもの）など

病院 ベッド、手術台、Ｘ線装置などの医療用機器、エアコン、給
食用台所用品、看板、内装（テナントが施工したもの）など

クリーニング業 洗濯機、脱水機、乾燥機、プレス機、ボイラー、ビニール包装設備など
自動車修理業 測定・検査工具、旋盤、プレス、圧縮機、舗装路面など

娯楽業 パチンコ台、スロット機・テレビゲーム機、両替機、カラ
オケ機器、ゴルフ練習場ネット設備、テニスコートなど

印刷業 各種製版機および印刷機、裁断機、製本設備など

農業・畜産業 田植機、耕うん機、トラクター、コンバイン、乾燥機、サ
イロ、草刈り機、搾乳機など

償
却
資
産
の
申
告
を
忘
れ
ず
に

問
税
務
課
固
定
資
産
税
係　

0
２
２
―
１
３
１
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ご
存
じ
で
す
か
？　

中
退
共
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
率
が
決
定
し
ま
し
た

農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
の
登
録
申
請

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ご
存
じ
で
す
か
？　

就
学
援
助
制
度

わ
が
家
の「
ご
み
減
量
化・

リ
サ
イ
ク
ル
作
戦
」
⑤

消
火
栓
の
除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

平
成
19
年
度
の
宮
城
県
最
低

賃
金
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

「
多
重
債
務
電
話
１
１
０
番
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い



̶̶̶思いやりのある良質で信頼される医療を目指して̶̶̶

2021

問公立刈田綜合病院　問公立刈田綜合病院　0025-214525-2145

問生活環境課　022－1314

地区名

ごみ区分

越　河
斎　川
大　平

大鷹沢
白　川
小下倉

大鷹沢田中 福　岡
小　原

市街東北本線
東　側 鷹　巣 市街東北本線

西　側

ペットボトル
（第１曜日）
びん類

（第2・第5曜日）
缶

（第3・第5曜日）
プラスチック
（第３曜日）
もやせないごみ
（第４曜日）

紙　　類
火 月 金 木 金 月 水

もやせるごみ

火・金 月・木 月・水・木 火・水・金

■
老
後
だ
け
で
な
い
保
障

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
保
障
だ

け
で
な
く
、
病
気
や
事
故
で
障
害
者
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
や
、
一
家
の
働

き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
な
ど
、
突
然

陥
る
不
測
の
事
態
の
生
活
を
保
障
す
る

役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

●
老
齢
基
礎
年
金　

年
を
と
っ
た
と
き

●
障
害
基
礎
年
金　

病
気
や
事
故
で
重

い
障
害
が
残
っ
た
と
き

●
遺
族
基
礎
年
金　

18
歳
未
満
の
子
ど

も
を
残
し
て
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き

■
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は

　

月
々
の
支
払
い
が
困
難
な
学
生
や
、

20
代
の
方
を
対
象
に
し
た
納
付
猶
予
制

度
が
あ
り
ま
す
（
申
請
が
必
要
）。

●
学
生
納
付
特
例　

学
生
の
た
め
所
得

が
少
な
く
、
納
付
が
困
難
な
と
き

●
若
年
者
納
付
猶
予　

30
歳
未
満
で
所

得
が
少
な
く
、
納
付
が
困
難
な
と
き

　

特
例
や
猶
予
を
承
認
さ
れ
た
期
間

は
、
障
害
年
金
な
ど
の
保
障
が
受
け
ら

れ
る
ほ
か
、将
来
の
老
齢
年
金
の
た
め
、

後
で
余
裕
が
で
き
た
と
き
に
追
納
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
で
、
退
職

や
転
職
に
よ
り
国
民
年
金
に
変
わ
る
場

合
は
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

届
け
出
を
し
て
い
な
い
方
に
は
文
書

で
勧
奨
を
行
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
な

お
届
け
出
が
な
い
場
合
は
、
将
来
の
年

金
受
給
権
確
保
の
た
め
、
職
権
に
よ
り

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
行
い
、
ご

案
内
と
納
付
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

■
老
齢
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

　

老
齢
基
礎
年
金
や
老
齢
厚
生
年
金
、

老
齢
年
金
、
通
算
老
齢
年
金
を
受
け

取
っ
て
い
る
方
に
対
し
て
、
１
月
末
ま

で
に
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
を
送

付
し
ま
す
。
源
泉
徴
収
票
に
は
、
平
成

19
年
中
に
支
払
わ
れ
た
年
金
額
や
、
源

泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
額
、
社
会
保
険
料

の
金
額
（
介
護
保
険
料
）、
控
除
の
内

容
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
確
定

申
告
の
際
に
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
確
定
申
告
が
必
要
な
方

・
２
つ
以
上
の
年
金
支
払
者
に
対
し
て

扶
養
親
族
等
申
告
書
な
ど
を
提
出
し

て
い
る
方

・
年
金
以
外
に
も
給
与
な
ど
の
所
得
が

あ
る
方

・
社
会
保
険
料
控
除
や
医
療
費
控
除
、

生
命
保
険
料
控
除
な
ど
を
受
け
よ
う

と
す
る
方

※
遺
族
年
金
や
障
害
年
金
は
課
税
対
象

外
で
あ
る
た
め
、
源
泉
徴
収
票
は
送

付
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
年
途
中
で

亡
く
な
ら
れ
た
方
も
送
付
さ
れ
ま
せ

ん
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
源
泉
徴
収

票
が
必
要
な
場
合
は
、
社
会
保
険
事

務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●当院の取り組み
　東北大学病院をはじめ、宮城県がん診療連絡協議会と
協力して、標準的治療を実施する体制を整えた。
　宮城県では７個所の病院が指定されているが、当院は
県南地域唯一の拠点病院として、がん医療の標準化、緩
和ケアの充実、地域との連携強化に努めている。
●まとめ
　今後、在宅支援を地
域で推進していくため
には、地域の医師、訪
問看護師、保健師、薬
剤師などが連携して、
在宅で必要な医療処置
を受けられるような体
制の整備を図る必要が
ある。

　11月９日、仙南信用金庫３階「しんきんホール」に
おいて、仙南地域医療対策委員会主催の研修会が開催さ
れました。今回は、「がん治療と緩和ケアを地域で進め
ていくために」をテーマに、４名の講演があり、約100
名が参加しました。
演題「これからのがん医療」
当院　杉山副院長
●地域がん診療拠点病院の指定
　平成14年から指定を開始し、次の要件などを満たす
病院が指定された。
・専門的医療体制を有する緩和医療を提供する体制。
・ほかの医療機関との連携、協力体制を有する。
・専門医、専門看護師等が配置されている。
・地域に適切に情報を公開、提供する。

☆飼えない犬・猫の引き取り日のお知らせ
●日時　1月10日（木）、24日（木）11:00～11:30（時間厳守）　　●場所　健康センター前

　

宮
城
県
お
よ
び
本
市
が
管
理
す
る
道

路
の
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
美
化
活

動
を
支
援
す
る
事
業
「
み
や
ぎ
ス
マ
イ

ル
ロ
ー
ド
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
県
道
）」「
し

ろ
い
し
サ
ン
キ
ュ
ー
ロ
ー
ド
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
市
道
）」
サ
ポ
ー
タ
ー
に
、「
み

や
ぎ
生
活
協
同
組
合
白
石
店
」
が
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
12
日
に
市
庁
舎
で
行
わ
れ
た
認

定
式
に
は
、
菅
原
正
義
店
長
を
は
じ
め

３
名
の
皆
さ
ん
が
出
席
。
村
井
大
河
原

土
木
事
務
所
長
と
風
間
市
長
よ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
認
定
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

■
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
る
に
は
？

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
意
欲
が
あ

り
、
良
好
な
道
路
環
境
づ
く
り
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
方
で
あ

れ
ば
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
建
設
課　

0
２
２
―
１
３
２
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県
道
・
市
道
の
美
化
活
動
の
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て「
み
や
ぎ
生
活
協
同
組
合
白
石
店
」

が
認
定
さ
れ
ま
し
た

○不忘・川原子地区のもやせるごみは､毎週水曜日に収集します。
○ごみは、必ず当日の午前８時30分までに集積所に出してください（収集車が回収する時刻に合わせての搬出や前夜出し
はしないでください）。
○びんは、色により３種類（①透明、②茶色、③その他）に分けて、それぞれ資源の袋（赤）に入れて出してください。

◎ごみ袋は中身がこぼれないようにしっかり口を結び、簡単に解けないように出してください。テープ止めは禁止です。

◎祝日などに伴う収集日の変更について
　年始の閉庁日および祝日に伴い、越河・斎川・大平、大鷹沢・白川・小下倉、福岡・小原、鷹巣、市街東北本線西側地
区の資源ごみ（ペットボトル、びん類、缶、プラスチック）、もやせないごみの収集日が上記の通り変更になります。お
間違えのないようご注意ください。

1月のごみ収集日について（お知らせ）
1月のごみ収集日程は、下記の通りとなっていますので、ご確認の上、きちんと分別して出してください。

◆1月のごみ収集日予定表（日付は1月の収集日です）

8日（火）
に変更です 7日（月） 4日（金） 10日（木）

に変更です 4日（金） 7日（月） 9日（水）
に変更です 

15日（火）
に変更です 

15日（火）
に変更です 11日（金） 

17日（木）
に変更です 11日（金） 

15日（火）
に変更です 

16日（水）
に変更です 

22日（火）
に変更です 21日（月） 18日（金） 

24日（木）
に変更です 18日（金） 21日（月） 

23日（水）
に変更です 

22日（火）
に変更です 21日（月） 18日（金） 

24日（木）
に変更です 18日（金） 21日（月） 

23日（水）
に変更です 

29日（火）
に変更です 28日（月） 25日（金） 

31日（木）
に変更です 25日（金） 28日（月） 

30日（水）
に変更です 

　8・15・
22・29 

7・21・28 　4・11・
18・25 

10・17・
24・31 

　4・11・
18・25 

7・21・28 　9・16・
23・30 

　4・　8・
11・15・
18・22・
25・29 

7・10・17・21・24・28・31 7・9・10・16・17・
21・23・24・28・
30・31 

4・8・9・11・
15・16・18・
22・23・25・
29・30 

〈注意事項〉
　犬を登録している方は、鑑札（小判形）をご持参ください（保健所の職員が来るまで待っていただくことがありま
す）。猫の場合は、必ず麻袋（土のう袋は不可）など、丈夫な袋に入れてください。また、届け出書が必要となりますの
で印鑑をご持参ください。

※飼うことができない犬や猫をなくすために考えていただきたいことです
　平成18年度に県内の保健所において、飼い主からの所有権放棄で引き取った犬が1,309頭、猫が7,954頭おり、その
大部分が子犬や子猫で行政により殺処分されています。
　飼っている犬や猫に子どもを産ませ、その子犬や子猫を育てることは飼い主にとって大きな喜びですが、一方で
いろいろな事情からどうしても飼うことができない場合もあり、産まれた子犬や子猫などの扱いに悩む人も意外に
多いようです。その結果、安易に捨てたり放置（放棄）したりといった行為が見受けられます。最終的にこのような犬
や猫は保健所へと引き取られ、新たな飼い主が見つからない場合には殺処分されます。
　こうした「不幸な命」を増やさないためにも、新たに飼っていただける方を探したり、また、不妊や去勢手術など
の繁殖制限措置を行ったりすることも飼い主の思いやりではないでしょうか。
　近隣の人たちに迷惑を掛けないようにし、最後まで責任と愛情を持って飼うように心掛けましょう。

公立刈田綜合病院紹介公立刈田綜合病院紹介

▲講師の杉山克郎先生

仙南地域医療対策委員会研修会

▲11月12日に行われた認定式
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※ファミリー・サポート・センターや子育て支援センターなどの子育て情報を28ページに掲載しています。

　11月17・18日の両日、あしたば
白石において、あしたば白石まつり
が開催され、日ごろの成果を披露し
ました。昭和50年、開館時から開
催され、今年で33回目を迎えまし
た。あしたば白石で行われている講
座やサークルなど32団体が参加し
て、舞台発表や1,000点を超える作
品が館内せましと展示されました。
　訪れた人たちは、作品の素晴らし
さに感心しながら、熱心に見入って
いました。

今月のおすすめの本■パソコン講習会・アテネ塾

6 情報センター「アテネ」
http：//www.city.shiroishi.miyagi.jp/section/athens/

開館時間　水～日曜日・祝日　9:00～17:00 1月の休館日　1・2・3・7・8・15・16・21・22・28・29日
022-1500　422-1502

●申込締め切り日
1月分：1月5日（土）、2月分：2月3日（日）
※締め切り後でも定員に空きがあれば
受講できますので、お問い合わせくださ
い（2月2日・3日のコースは1月5日まで）。
●会場　アテネ３階会議室（研修室）
●受講資格　市民または市内に通
勤・通学している方で、アテネ・図

い。なお、受講料やテキスト代は当
日、１階事務室にお持ちください。
申込書のあて先
〒989-0257　白石市字亘理町37-3

白石市情報センター
※締め切り日に集計し文書で講習日
をお知らせします。定員を超えたコ
ースは抽選などで調整します。
　なお、講師用に受講者名簿（氏名、
年代のみ記入）を作成しますので、
あらかじめご了承くださいますよう
お願いします。

　２階メディアテックに新しいＤＶ
Ｄ52本が入りました。映画や娯楽・
教養・アニメなど、子どもから大人
まで楽しめる作品がございますので
ぜひご利用ください。
●主な作品　フラガール、おでんくん、
プロフェッショナル～仕事の流儀～
※図書館利用者カードをお持ちであ
れば無料でご利用いただけます。

書館共用利用者カードをお持ちの方
※カードは両施設で即日発行可能
●申し込み方法　はがき（FAX）ま
たはアテネ備え付けの申込用紙で、
各締め切り日までにお申し込みくだ
さい。郵送（FAX）の場合には①住
所、②氏名、③年代、④連絡先の電話
番号、⑤利用者カード番号、⑥希望コ
ース名と希望月日を明記してくださ

7 あしたば白石
（働く婦人の家）

1月の休館日　1・2・3・7・13・14・21・27日
0・425-5095

●日時　1月28日（月）10:00 ～ 12:00
●講師　畠　つね先生
●参加費　1,500円程度（材料代）
●募集人数　20名（申し込み順）

●日時　１月25日、２月８日・22日
（いずれも金曜日）10:00～12:00
●講師　佐藤　美弥子先生
●募集人数　20名（申し込み順）
※初めての方を優先します。

　カントリー木工をしてみませんか。
●日時　１月22日・29日（全２回・
いずれも火曜日）10:00 ～12:00
●講師　太齋明美先生、齋藤なつ枝先生
　　　　（カントリーM

ム ク

UKU）
●作品　ペン、リモコンスタンド、カントリー棚
●参加費　1,500円程度（材料代）
●募集人数　16名（申し込み順）
●申し込み・問い合わせ先
1月8日（火）から受け付け開始
働く婦人の家　025-5095

■「お菓子作り講座」受講生募集！

一般書

■身近なくらしの法律相談Ｑ&Ａ
　河内　保　ほか編著　清文社
　破産法の全面改正、
不動産登記法の大改
正、年金法改正などに
よる「離婚時年金分割
制度」の創設など身近
な暮らしの法律を分か
りやすく解説。生活ト
ラブルに役立つコラム付き。
■いっしょにつくろう
　わたしのうちの、あったかごはん
　久保　純子　著　二見書房
  おいしいものは、一
緒に作って一緒に食べ
よう! フリーアナウン
サー・久保純子が提案
する「３歳からのお手
伝いレシピ」。大人の
舌をうならせ、子ども
のやる気を引き出す、オリジナルメ
ニュー25点を紹介。
■もうひとつのみやび木版本源氏物語絵巻
　木版本源氏物語絵巻刊行会　出版　青幻舎
 日本が世界に誇る文
学作品『源氏物語』。
今年2008年は史実によ
る記録がある1008年11
月１日から数えて1000
年という節目を迎えま
す。着色木版の第一人
者・川面義雄により制作された「隆能本
源氏物語」の精巧な復元の写真版。

■わたし、獣医になります！
　アメリカ動物病院記
　井上　夕香　著　ポプラ社
　獣医になる修行はた
いへんだったけれど、
頑張って良かった！ 動
物たちを助けたいと願
い、アメリカで獣医師
になった少女。勤めた
動物病院でのたくさん
の物語をつづります。
■ねずみくんおおきくなったらなにになる？
　なかえ　よしを　作　上野　紀子　絵　ポプラ社
　「大きくなったら何
になるの？」ねみちゃ
んの質問に、ねずみく
んは考え込みます。何
になりたいか、ほかの
動物の仲間たちは次々
と答えていきます。ね
ずみくんは、なんて言うのかな…。

児童書

武家屋敷催事「七草の会」
無料入場券

武家屋敷催事「節分の会」
無料入場券

ふれあいプラザ事務室
022-6025　422-6027
男女共同参画相談支援センター
022-6035　422-6037
ファミリー・サポート・センター　0・425-5488
開館時間　8:30～17:15
（土・日・祝日　10:00～16:00）
※1月1日～3日は、年始休館します。

　ＤＶ（配偶者間の暴力）やセクハ
ラ、ストーカーで悩んでいません
か？　一人で抱え込まずに、一緒に
解決方法を探りましょう。電話での
相談もできます。
　また、自分の心や生き方、人間関
係を見つめたい方へのカウンセリン
グも行っています。お気軽にご利用
ください。
相談は無料、秘密は守ります

　専門の相談員による相談は月・水・
金曜日の9:00 ～ 17:00です（緊急時
はこの限りではありません）。
●場所　ふれあいプラザ

■男女共同参画相談支援センター

8 土・日・祝も開館しています！

ふれあいプラザ

　１月３日（木）まで休館しますの
で、本の返却は玄関わきの青いポス
トに入れてください。なお、ポスト
がいっぱいの場合は、1月４日（金）
以降、カウンターにお持ちください。
※１月４日（金）の開館時間は、９時
から17時です。

　図書館での活用を終えた本を、利
用者の方に無償で提供します。雑誌
や小説、実用書や絵本、児童書など
が対象となっています。
●期間　1月19日（土）～ 31日（木）の
　　　　開館時間内
●場所　２階ホール
●冊数　１人10冊まで

●１月のテーマ
『北の地で力強く根づいた真田一族』
●日時　1月19日（土）14:00 ～ 15:00
●場所　図書館２階文化室
●対象　一般市民など（小学校高学年可）
※申し込み不要。参加ご希望の方は
当日、直接会場にお越しください。
●来月は2月16日（土）14:00 ～ 15:00

｢片倉家と仙台藩の幕末｣の予定です。

　11月10日、図書館で大鷹沢出身
の作家、小野勝美さんの講演会を開
催しました。毎年11月は地元作家
を知る月間として、資料の展示と講
演会を開催しています。

　講演会は、本市出身で明治から大
正時代に活動していた歌人、そして
小野さんが長年の研究テーマとして
いる佐藤嘲花の生涯を、彼の作品と
共にたどっていきました。

9 図書館 １月の休館日　1・2・3・7・14・21・28
http://www.city.shiroishi.miyagi.jp/section/toshokan/
開館時間　火・水・金・土曜日　9:00 ～ 17:00
　　　　　木曜日 9:00 ～ 19:00・日曜日 9:00 ～ 16:00026-3004　426-3505

入場無料

10 弥治郎こけし村 開村時間9:00～16:00
026-3993

１月の休村日　1・3・9・16・23日
　１月２日（水）はこけし初挽

び

きのた
め開村します。

●日時　１月２日（水）10:00 ～
　弥治郎こけし村内のこけし神社前
で行います。
　今年は、弥治郎系の佐藤美奈雄工
人が初挽きを行う予定です。恒例の
伝統行事をぜひご覧ください。皆さ
んのお越しをお待ちしています。

入村無料
●開催期間　1月21日（月）まで
　初挽き奉納作品を一挙展示する初
の企画です。作品を見てから、新年
の初挽きを見ることもお薦めです。

　昔ながらのさまざまな独楽は、一
見の価値あり！　皆さん、ぜひご覧
ください。
●開催期間
１月22日（火）～３月17日（月）

　開催期間中は、休まず開村します
ので、ぜひお越しください。
●開催期間
１月26日（土）～３月３日（月）

　自分だけのオリジナルこけしを描
いてみませんか？
●絵付け料　600円（木地代を含む）

■「初級ヨーガ講座」受講生募集！
参加無料

■「手芸・工芸入門講座」受講生募集！

第33回あしたば白石まつり

▲多くの皆さんでにぎわいました

■2階メディアテックに新しいDVD
　が入りました

■弥治郎こけし初挽き
■江戸独

こ

楽
ま

展PART2

■雛の宴展

■こけしの絵付けを体験ください！

▲昨年の初挽きの様子

「おはなしひろば」については、子育
て情報（28ページ）に掲載しています。

▲小野さんの拓版画も特別に展示

▲多くの皆さんで満員となった講演会

■弥治郎こけし初挽き奉納作品展

パソコン講習会・アテネ塾1月・2月分日程表
コース名 時間 1月 2月 定員 受講料 テキスト代 内容

デジタルカメラコース
（6時間） 9:30 ～ 16:30 － 2（土） 10名 1,000円 1,400円 デジタルカメラの基本操作※基礎コース終了程度の方※3日と同内容 
デジタルカメラコース
（6時間） 9:30 ～ 16:30 － 3（日） 10名 1,000円 1,400円 デジタルカメラの基本操作※基礎コース終了程度の方※2日と同内容 
ブログ作成コース
（6時間） 9::30 ～ 16:30 9（土） 10名 1,000円 1,500円 ブログ作成の基本操作※基礎コース終了程度の方 
ホームページ作成コース
（合計12時間） 9:30 ～ 16:30 － 10（日）～

11（祝・月） 10名 2,000円 1,900円 
ホームページ作成の基本操作
※基礎コース終了程度の方 

基礎コース
（3時間） 9:30 ～ 12:30 － 16（土） 10名 無料 1,000円 パソコン操作の基礎 

インターネット・電子
メール（3時間） 13:30 ～ 16:30 － 16（土） 10名 無料 1,000円 インターネット・電子メールの利用の仕方 
Excel（グラフ作成）
（6時間） 9:30 ～ 16:30 － 22（金） 10名 2,000円 1,449円 Excelでグラフ作成※Excel2003コース終了程度の方 
Excel（管理簿作成）
（6時間） 9:30 ～ 16:30 － 23（土） 10名 2,000円 1,449円 Excelで管理簿作成※Excel2003コース終了程度の方 
Excel2003コース
（6時間） 9:30 ～ 16:30 19（土） － 10名 2,000円 1,000円 表計算ソフトの基本操作※基礎コース終了程度の方 

ゆっくりコース
（各6時間） 9:30 ～ 16:30 24（木）～25（金） － 10名 2,000円 1,575円 パソコン操作の基礎、インターネット・電子メール、デジカメの基礎 
Word2003コース
（6時間） 9:30 ～ 16:30 26（土） － 10名 2,000円 1,000円 ワープロソフトの基本操作※基礎コース終了程度の方 

※基礎コース、インターネット・電子メールコースのテキストは共用です。
※Excel（住所録）コース、Excel（グラフ作成）コース、Excel（管理簿）コースのテキストは共用です。

図 書 館ひ◆ろ◆ば
年始の休館日について

地元作家を知る月間講演会
小野勝美氏講演会

リサイクル本を提供します

1月の白石歴史おはなし会



■市内施設のなるほどイベント情報

5．青っ葉市直売所
①ポーチパーク【１月第３週～12月第４週】
　○販売日時：毎週水・土曜日、9:00～13:00
②本郷店【２月第２週～12月第３週】
　※2月第1週まで休業します。
③いきいきプラザ【５月第２週～12月第３週】
　○販売日時：毎週土曜日、8:30～12:00

●問い合わせ：菊地　トミ　025-4600

7．バーバ工愛市（クラブいち）
※３月第２週まで休業します。
３月19日（水）から営業しましので、よろしくお願いします。

※白石市農産物直売所連絡協議会加盟店のみ掲載してい
ます。

1．百姓市場
●販売日時：毎週火・日曜日、10:00～13:00
●場　　所：ポーチパーク内ほか
●問い合わせ：佐久間　義昭　025-6836

6．森合や直売所
※4月まで休業します。
5月から営業しますので、よろしくお願いします。

2．馬牛沼産直センター【定休日：毎週月・水・金曜日】
●販売日時：毎週火・木・土・日曜日、10:00 ～ 17:00
●場　　所：国道４号沿い馬牛沼付近
●問い合わせ：馬牛沼産直センター　025-0520

『地域コミュニティ育成支援（やる気応援）事業補助金』
追加募集のお知らせ

●対象団体【次のすべての項目に該当する団体】
①営利を目的としない団体
②恒常的にコミュニティ活動に貢献できる団体
③おおむね３年以内に組織された団体
④おおむね５人以上で組織された小規模な団体
⑤上部組織の傘下にない団体
●補助内容
・補助金額　10万円以内（対象事業費の２分の１）
・補助期間　３年間
・申込締め切り日　１月31日（木）まで

【事業例】
①太鼓や楽器等を購入し、地域行事に参加する
②種苗や肥料等を
購入し、地域の
道路沿いに植栽
する
③ユニフォームを
購入し、広く防
犯パトロールを
する　など

やる気応援備品貸し出し事業
（備品を無料で貸し出します）

●対象団体
①やる気隊名簿に登録している団体
②自治会などの社会通念上のコミュニティ組織
③社会教育団体
④市と協働でイベントを行う団体

●申し込み方法
使用する１０日前までに申請書を提出してください。貸出期間
は原則５日以内です。

●貸し出し備品一覧表

8．小原いきいき直売所
※3月まで休業します。
４月から営業しますので、よろしくお願いします。

3．城下広場軽トラ市【毎月第２日曜日開催】
●販売日時：1月13日（日）9:00～12:00
●場　　所：城下広場（旧刈田病院跡）
●問い合わせ：四竈　029-2451、山田　026-1345

4．羽山朝採り市【1月第3週～12月第3週】
●販売日時：毎週土曜日、9:00～12:00
●場　　所：犬卒都婆公会堂前
●問い合わせ：小畑　胖　027-2236

生涯学習課（愛称：やる気応援隊）022-1327

地域づくりに取り組む「やる気」のある団体を応援します

ゆたか

▲種苗を購入して植栽活動
　（上郡山スマイルサポーター）

しろい
し・フレッシュマーケットだよりしろい
し・フレッシュマーケットだよりしろい
し・フレッシュマーケットだより

しろいし産の新鮮な旬の農作物などの直売所情報を掲載します。
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武家屋敷催事「七草の会」
無料入場券（家族・グループ可）
（ただし、１月７日（月）に限る）

武家屋敷催事「節分の会」
無料入場券（家族・グループ可）
（ただし、２月３日（日）に限る）

1月の休館日　1・2・3・7・15・21・28日
022-1635　422-1636

「牛乳パックの調味料スタンド・食
卓セット、ペン立て作り」
●日時　1月19日（土）10:00 ～ 11:30
●持参する物　牛乳パック、木工ボ
ンド、ハサミ、カッターナイフ、定規

●日時　１月26日（土）8:30 ～ 12:00

3 いきいきプラザ

　雪景色の材木岩で、小正月に飾る｢
だんご刺し｣を体験してみませんか？
●日時　1月12日（土）10:30 ～ 13:00
●内容　だんご刺し体験、暁がゆの
振る舞い、雪玉投げ競争、中学生の
学習発表など
●主催　検断屋敷まつり実行委員会
問小原公民館　029-2031

5 材木岩公園内
「検断屋敷」など

■定期リサイクル教室（定員10名）

■フリーマーケット（第４土曜日）

　初春の碧水園は、イベントもりだ
くさん！　皆さん、ぜひ、お出掛け
ください。

　能舞台でおけいこしてみません
か？見学もできます！　大人の方も
ぜひどうぞ！
◆やってみよう！『鶴亀』コース
●日時　1月5日（土）11:00 ～ 12:00
●場所　碧水園能楽堂
●内容　謡

うたい

を謡ってみよう！
　　　　仕

し

舞
まい

を舞ってみよう！
●準備物　白足袋（貸し出し可）
※服装は普段着で結構です。

　初春の一日、神楽や日本舞踊、琴
や謡曲、長唄などの伝統芸能をお楽
しみください。
●日時　１月13日（日）
9:00 ～　舞台清め式
9:30 ～　高砂を謡う会　発表会
10:00 ～12:00　舞台びらき
●出演団体　直

じき

派
は

若
わか

柳
やぎ

流
りゅう

宝梅会、白
石喜多会、生田流箏曲朋

とも

美
み

会、弥
や

登
と

孝
たか

社中、山田流鎌田佐
さ

美
み

音
ね

白石教室、
白石皐

こう

風
ふう

会、榊
さかき

流大町神楽継承会、
子ども能楽教室「鶴亀」・「高砂」コー
ス受講生

　新春のすがすがしい茶室で、一服
いかがですか。初めての方もお気軽
にどうぞ。

●日時　1月20日（日）10:00 ～ 15:00
　　　　（受け付けは14:30まで）
●お茶券　1,000円（前売り券あり）

●日時　１月27日（日）
 12時30分開場　13時30分開演
●演目
喜多流能「放

ほう

下
か

僧
ぞう

｣佐々木多門
和泉流狂言「鬼

おに

瓦
がわら

」石田幸雄
喜多流仕舞「巻

まき

絹
ぎぬ

」井上真也
　　〃　　「野

の

守
もり

」塩津圭介
●入場料　
自由席4,000円、親子ペア席（高校
生以下）3,000円、学生席2,000円
●チケット取り扱い　碧水園

　11月12日、斎川小学校で５、６
年生を対象に「香道体験ひろば」を
開催しました。
　公家の流れをくむ「御

お

家
いえ

流
りゅう

」の講
師を招き、香道の歴史や作法などの
説明を受けた後、「新

しん

白
しら

菊
ぎく

香
こう

」とい
う組香を、実際に香炉を手に取り、
和の香りを楽しみました。

1 古典芸能伝承の館
「碧水園」

1月の休館日　1・2・3・7・15・21・28日
0・425-7949

■やってみよう！「子供能楽教室」
参加無料

■碧水園「舞台びらき」

■『喜
き 　 た

多流青年能』
　チケット好評発売中

▲児童たちはちょっと緊張ぎみ！

みんなで食べよう！七草がゆ！
●日時　1月7日（月）11:00 ～ 13:00
●内容　万病・邪気を除くと言われ
ている「七草がゆ」を作り、試食し
ていただくことにより１年の無病息
災を祈願いたします。
　春の七草であるセリ・ナズナ・ゴ
ギョウ・ハコベラ・ホトケノザ・ス
ズナ・スズシロが入った「七草がゆ」
を食べて元気に１年のスタートを切

りましょう！
●講師　白石市食生活改善推進員会員
※七草がゆはなくなり次第終了とな
ります。

●日時　２月３日（日）10:00 ～
●内容　春を迎えるに当たって邪気
や災難を払い、新しい年の福善を願
うため、豆まきを行います。
　節分の会に参加し、一年の無病息
災を祈願しませんか。

■七草の会

4 片倉家中武家屋敷
「旧小関家」

問博物館建設準備室
　（中央公民館内）
022-1343・26-2453

024-8111　424-8267

●日時　１月20日（日）
●内容　中学生までリフト券（10回券
を除く）・レンタル料金50％OFF!

●日時　１月12日、26日
　　　　（いずれも土曜日）
●内容など　リフト１日券、昼食、
白石駅からの送迎付きで2,500円、
レンタル料金50％OFF（定員50名）
※小学生対象のスキー教室です。

●日時　１月９日（水）
●内容など　リフト１日券、昼食、
ケーキセット、白石駅からの送迎付
きで3,500円

●日時　１月16日、30日
　　　　（いずれも水曜日）
●内容など　リフト１日券、昼食、
ケーキセット、白石駅からの送迎付
きで3,500円
※各教室の詳細については、白石ス
キー場までお問い合わせください。

2 白石スキー場

■スキー子供の日

■レディーススキー教室（要予約）

■シルバースキー教室（要予約）

■節分の会

入場無料

■碧水園初釜｢新春茶会｣
　【裏千家席】

和の香りを楽しみました!!

■第５回冬の検断屋敷まつり

備　品　名 数　量  
ワイヤレスアンプ ２組
デジタルカメラ ２台
写真専用プリンター １台
ビデオカメラ １台
ビデオカメラ専用レコーダー １台
ワンタッチテント ５台
トランシーバー ３台
イベント用テーブル ５台
パイプいす 10脚
ポータブルＤＶＤプレーヤー １台

■ちびっ子スキー教室（要予約）
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　公共施設の指定管理者制度に基づき、各地区の公民館運営をその地域のまちづくり協
議会などへ委託してから３年が過ぎようとしています。各地区では、その地域の特色を
生かした、住民の皆さん自らが中心となる新たな公民館活動を展開しています。そこで、
社会教育通信では、各地区の公民館活動の「今」をご紹介します。今回は大平公民館です。

「地域のふれあいを大切に」大　平
体育・芸術・文化の振興を通して、地域における世代を超えた交流を図り、住みよい地域づくりを目指します。

活 動 の 目 標

体 　 制 　 づ 　 く 　 り
　大平公民館は、自治会や民生委員会、子ども会など、地域に関係
する各種団体の代表者などで組織する「大平公民館運営会議」に
より運営されています。地域住民の皆さんの声を反映させ、きめ
細やかな、地域独自の個性ある活動を行うため、「総務部会（活動
全般の推進・支援担当）」、「安全部会（防災・交通安全担当）」、「健康

部会（健康づくり・スポーツ担当）」、「福祉部会（地域福祉担当）」、
「教育部会（研修・文化担当）」の５部門に分けて、それぞれが役割を
分担して活動しています。また、内容によっては、一緒に取り組むな
ど、各部門が相互に連携して活動を行っています。

特色ある事業
●第１回大平小学校区民大運動会～盛大に開催～
　子どもたちを取り巻く社会問題が全国各地で起きている中、大
平公民館運営会議として、今何ができるかを協議した結果、「地区
と小学校合同の大運動会を開催したい」という意見が運営会議で
まとめられました。
　私たちはこの合同運動会に、①地域の人たちが小学校に足を運
び、子どもたちとふれあいながら一緒に競技することで、より良い
交流を図る、②たくさんの地域の人たちと一緒にお弁当を食べる
ことも、子どもたちにとって貴重な体験になる、③運動会を通して、
子どもたちも地域の人たちも学校の先生方も、広く地域の良さや
交流の大切さを理解し、地域をより良くしようとする意欲や態度を
育てることなどを期待しました。
　当日は大人にとっては懐かしく、また、随所にほほ笑ましい光景
が見られました。各テントから掛けられる、地区の方々の「頑張れ！」
という声援は、子どもたちに一段と元気と勇気を与えたと思いま
す。大平では、この大平小学校区民大運動会を新たな第１回記念
大会と位置付け、歴史を刻みながら、地域ぐるみで子どもたちを見
守っていきたいと思います。

●学校と家庭そして地域ぐるみの連携活動～放課後子ども教室がスタート～
　子どもたちが地域社会の中で、心が豊かで健やかにはぐくまれ
る環境づくりを進めるため、昨年10月12日に大平小学校ミーティ
ングルームで第１回の放課後子ども教室を開催しました。１年生か
ら３年生まで、男女18名の子どもたちが歓声を上げながら、放課
後の楽しい２時間を過ごしました。この放課後子ども教室は、地域
住民の皆さんや学校、コーディネーター、行政関係者による実行委
員会を組織し、何度も話し合いを重ねてようやく実現できた事業で
す。子どもたちと一緒に遊ぶ活動スタッフとして、27名の皆さんが
積極的に手を挙げてくれました。各回５名編成で、月２回の計10回
開催しています。子どもたちが使う遊び道具の中には、公民館だよ
りで呼び掛け、地区の皆さ
んからいただいたおも
ちゃもあります。この放課
後子ども教室を通じて学
校・家庭・地域社会が一つ
になり、子どもたちが安全
で安心な環境の中で、明
るく素直に育ってもらいた
いと願っています。

●マラソンソフトボール大会
 スポーツを楽しみながら地域の交流を深めようと、マラソンソフト
ボール大会を大平小学校の校庭で開催しています。子どもでも参
加でき、募集した皆さんを２チームに分け、２時間程の試合を行い
ます。子どもたちの元気の良いプレーに、熟年の選手の皆さんも刺
激され、楽しさの中にも見事なプレーが随所に見られます。終了後
は大平公民館で「納涼　流しソーメン会」を開催し、流しソーメンや
焼きそば、焼き肉、お楽しみくじ抽選会などで交流を深めています。

●地区民文化祭
　展示部門では、公民館のペン習字講座や盆栽(鉢植え)教室に参
加している皆さんの作品、はがき絵サークルや森合なかよしサロ
ン、農協女性部大平支部などのサークルの皆さんが独自に工夫を
凝らして作った作品が展示されました。また、このほかにも鮮度抜
群の産直野菜や果物の販売、ヘルス
メイトと婦人防火クラブ大平支部の
皆さんがたきぎを使って作った、おい
しいカレーライスの試食コーナー、
射的遊び、豪華景品が当たるお楽し
み抽選会を行いました。
　今回はアトラクションとして、仙台
落語長屋の皆さんの南京玉すだれ
や、落語家の吉原亭遊鶴さんの落語
披露があり、会場は大きな笑い声で
いっぱいになりました。

問大平公民館　0・425-2338

ゆうかく

▲大きな声援を受け精いっぱい走る子どもたち

▲体育館でニュースポーツ体験。
　全員が上手になりました。

▲飛び入り出演中！
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輝いています。今のあなた

きる者
●試験日時など
第一次試験
・試験日時　2月3日（日）10:00 ～ 11:00
・試験種目　作文試験
第二次試験
・試験日　２月中旬
・試験種目　人物試験、身体検査、
　　　　　　身上調査
※第二次試験の詳細については、第
一次試験合格者に別途通知します。
●受験手続き　市総務課に用意され
た採用試験申込書を使用し、所要事
項を記入の上、提出してください。
●申込受付期間および時間
１月４日（金）～１月18日（金）
8:30～17:00　※土・日・祝日を除く。
●申し込み・問い合わせ先
総務課人事係　022-1331

　「障害者の雇用の促進等に関する
法律」などの趣旨に基づき、身体障
害者の雇用の促進を図るため、平成
19年度白石市職員（労務職）採用
選考試験を次の通り実施します。
●職種および採用予定人員
・事務補助員　１名程度
●受験資格
　次の①～⑤すべてを満たす者。
①昭和53年４月２日から平成２年
４月１日までに生まれた者

②身体障害者福祉法第15条に定め
る身体障害者手帳の交付を受けて
いる者

③自力で通勤でき、かつ介護者なし
に職務の遂行が可能である者

④通常の勤務時間に対応できる者
⑤筆記による作文試験に対応でき、
かつ口頭による人物試験に対応で

　社会人の方を対象にした推薦入試
を行います。推薦入試の募集人数は、
募集定員80名の30％（24名）以内
となります。要件などの詳細につい
てはお問い合わせください。
●出願資格　事業所に３年以上勤務
した方または、平成20年３月末現
在で３年以上勤務する見込みの方。
●出願期間　1月15日（火）～1月23日（水）
●面接･実技試験など　1月31日（木）
※試験内容：面接と作文
●要項などの請求・問い合わせ先
〒989-1201  大河原町大谷字西原前154-6
大河原商業高等学校定時制課程入試係
00224-52-1064　40224-52-1568

●開催日時（全10回、いずれも火曜日）
1月15・22・29日、2月5・12・19・26日、
3月4・11・18日、14:00～15:00
●場所　スパッシュランドしろいし
　　　　「碧玉の間」※送迎なし
●定員　20名（申し込み順）
●内容　中国語の発音や日常会話など
●受講料　無料。ただし、別途施設
使用料金がかかります。
●申込締め切り日　1月15日（火）
●申し込み・問い合わせ先
スパッシュランドしろいし　029-2326

　毎年恒例の市民綱引き大会。奮っ
てご参加ください。
●日時　2月10日（日）8:30 ～
●場所　ホワイトキューブ
●参加資格　市内に居住または通勤
している方で、成人（高校生・専門
学校生・大学生を含む）および小学
生、中学生で編成されたチーム
●開催種目　①小学生、②中学生、
③一般の３種目。いずれも男女混合
で、女性（小学生の部は女子または
小学４年生以下の男子）が常時３名
以上参加することが必要です。
●競技人数　１チーム８名
※ただし、小学生チームは10名です。
●申し込み方法　社会教育課などに
備え付けている申込用紙に必要事項
を記入し、提出してください。
●申込締め切り日　１月24日（木）
●申し込み・問い合わせ先
社会教育課スポーツ振興係
（中央公民館内）022-1343・26-2453
424-5377（土日提出・FAX可）

中国語講座受講生募集

第17回市民綱引き大会
参加チーム募集

　総合福祉センター（福岡蔵本字茶
園62-1）内の部屋を、デイサービス
事業者に次の条件でお貸しします。
詳しくはお問い合わせください。
●対象　市内に住所を置くデイサー
ビス事業者（法人）
●貸し付け面積　約155㎡
●申込締め切り日　１月21日（月）
●その他　貸付料は無料ですが、光
熱水費などの維持管理費として年間
約98万円の費用がかかります。
●申し込み・問い合わせ先
福祉事務所　022-1400

白石市職員募集

宮城県大河原商業高等学校
定時制課程普通科入学者募集

　お年寄りから子どもまで気軽に楽
しめるニュースポーツ「シャフル
ボード」。その小学生大会を開催し
ます。小学生の皆さん、楽しく元気
に体を動かしましょう！
●日時　１月19日（土）8:30 ～
●場所　中央公民館大ホール
●開催種目　市内小学４～６年生に
よる２名１組（ダブルスの部）
●定員　30組（申し込み順）
●申し込み方法　各小学校および社
会教育課（中央公民館内）に備え付
けている申込用紙に必要事項を記入
し、提出してください。
●申込締め切り日　１月11日（金）
●その他　体育館用シューズをご準
備ください。服装は軽装で結構です。
※用具は主催者側で準備します。詳
しくはお問い合わせください。
●申し込み・問い合わせ先
社会教育課スポーツ振興係
（中央公民館内）022-1343・26-2453
424-5377（土日提出・FAX可）

第５回小学生シャフルボード大会
参加者募集

デイサービス実施事業者募集

参加無料 参加無料



虫歯を予防しよう！

む
し
歯

な
い
子
の

全員集合

　虫歯は食生活習慣病です。甘い
物をだらだら食べたり、飲んだり
していると虫歯になりやすくなり
ます。規則正しい食生活と仕上げ
歯磨きで虫歯を予防しましょう！
　虫歯ができてしまったら治療し
なければ治りません。特に子ども
の虫歯は進行が早いので早めに
治療することが大切です。

問健康推進課　022－1362

2829

●お子さんとお母さんの健康診査と相談　（場所：健康センター）

内容 1月分 2月分 受付時間月日 対象者 月日 対象者
4カ月児健康診査 1月23日（水） 平成19年 9月生まれ 2月27日（水） 平成19年10月生まれ 13:00～13:10

6カ月児育児相談 1月25日（金） 平成19年 7月生まれ 2月29日（金） 平成19年 8月生まれ 9:20～ 9:30

1歳６カ月児健康診査 1月24日（木） 平成18年 6月生まれ 2月28日（木） 平成18年 7月生まれ 13:00～13:10

2歳6カ月児
親子歯科健康診査 1月25日（金） 平成17年 7月生まれ 2月29日（金） 平成17年 8月生まれ 13:00～13:10

3歳6カ月児健康診査 1月22日（火） 平成16年 7月生まれ 2月26日（火） 平成16年 8月生まれ 13:00～13:10

乳幼児相談 1月10日（木）乳幼児～未就学児のお子さんとその家族の方が対象 2月 7日（木） 乳幼児～未就学児のお子さんとその家族の方が対象 9:15～ 9:45

妊婦歯科健康診査 2月12日（火）
上記の日程で「妊婦さんと赤ちゃんのサロン」と合わせて行います。

※「乳幼児健康診査」は個人に通知しませんので、広報しろいしをご覧の上、母子健康手帳・問診票・バスタオルを持参しておいでください。
　また、当日、都合の悪い場合は翌月に受診できますので、ご連絡ください。
※「2歳6カ月児親子歯科健康診査」には家で使用しているお子さんの歯ブラシを持参してください。

●子育てサロン　（場所：健康センター）
内　　　　　容 月　日 受付時間 サロン

講師の先生と共に子育てについてのお話をしながらゆったりと過ごすサロンです。
子育てに興味・関心のある方ならどなたでも参加できます。

1月17日（木）
9：30～ 10：00～11：00

2月15日（金）
※毎月１回実施します。託児も行っていますので、希望する方は事前に予約してください。

11月の３歳６カ月児健康診査で
虫歯のなかったお子さんです。
ずっと健康な歯でいてね！

●妊婦さんと赤ちゃんのサロン　（場所：健康センター）
内　　　　　容 月　日 受付時間 サロン

助産師とお話をしながら過ごすサロンです。妊婦さん、4カ月児健康診査前の
お子さんとその家族の方が対象です。希望により個別相談もできます。

1月15日（火）
9:20～ 10：00～11：00

2月12日（火）
※母子健康手帳は健康推進課窓口で随時交付しています（開庁日の8:30～17:15）。

地域子育て支援センター「あいあい」
（ふれあいプラザ内）
022-6025・422-6027
開館日　月～金　8:30 ～ 17:15

（南保育園３階）
026-2586・426-2917

　みんなで“こま”を作りましょう！
皆さん、ぜひご参加ください。

●開催日および会場
・１月15日（火）　大平公民館
・１月22日（火）　斎川公民館
●時間　9:30 ～11:30
※参加を希望される方は、直接会場
にお越しください。

　皆さん、ぜひお越しください！
●日時　1月29日（火）14:30 ～ 15:00
●場所　ふれあいプラザ図書コーナー

●きらっこくらぶ
１月11日（金）・18日（金）
●おしゃべり広場“忍×２”
１月７日（月）・21日（月）・28日（月）

●ぺんぎんくらぶ
１月17日（木）・31日（木）
●ひよこくらぶ
１月９日（水）・25日（金）
※詳しくはお問い合わせください。

　子育て支援センター事業に参加さ
れる方は、お子さま用にお茶または
お水をご持参ください。また、親子
共に上靴をご用意ください。

■「あいあい広場」を開催します！
参加無料

　毎回好評をいただいているおはな
しひろば。今月も元気に行いますの
で、ぜひお越しください。
●日時　１月10日（木）
●時間　11:00および15:15の２回
※毎月第２木曜日開催
●場所　図書館1階子ども読書室
●内容　紙芝居や絵本の読み聞かせ
問図書館　026-3004

1月のおはなしひろば

　ファミサポとは「市民相互による
子育て支援事業」のことで、子育て
のための会員制組織です。入会した
会員同士で、子どもを預けたり、預
かったりしてお互いに子育てのお手
伝いをしています。また、会員の勉
強会や交流会なども開催しています。

　子育て中の皆さん、困ったときの
ためにファミサポへ入会しません
か？　また、子どもさんが幼稚園や
学校へ行っている間、時間が少し空
く方など、地域の子育てのお手伝い

■ファミサポって何？　どんなこと
をしているの？

ファミリー・サポート・センター

■ファミサポ会員随時募集中！

をしてみませんか？　手続きは簡単
です。印鑑を持参してお越しくださ
い。入会金や年会費はありません。
●依頼会員　子育てのお手伝いをし
て欲しい方
●提供会員　子どもの預かりや送迎
ができる方
●両方会員　依頼会員と提供会員
の両方を兼ねる方

※２人目（兄弟・姉妹）からは、１
時間当たり250円になります。

（ふれあいプラザ内）
0・425-5488
受付時間　月～金9:00～17:00

　11月18日、中央公民館で人形劇
団ひとみ座の皆さんによる本格的な
人形劇｢あやうしズッコケ探検隊｣
の公演がありました。
　この人形劇は、親子で一緒に楽し
めるイベントを開催し、日常生活の
中で少なくなってきている親子のふ
れあう場を提供することで、心豊か
な子育てができるようにと宮城県母
親クラブが主催したものです。会場
には400名を超える親子が詰めかけ
人形劇を楽しみました。

親子のふれあいを大切に!!
人形劇団ひとみ座公演

▲公演を終えて人形たちがお見送り

■あいあいミニミニ劇場開催！

■１月の子育てサークル活動日 ■子育て支援センターからのお願い

　12月９日、中央公民館で「あきら
ちゃん・リカちゃんクリスマス子育
てふれあいコンサート」を開催しまし
た。第15回白石市生涯学習フェスティ
バル事業の一環として開催したこの

第15回白石市生涯学習フェスティバル事業
あきらちゃん・リカちゃんクリスマス子育てふれあいコンサート

催しには、市内の未就学児とその保
護者約150名が参加。

　アトリエ自遊楽校所属のたかはし

あきらさんと渡辺リカさんと一緒に、

歌や踊りなどで楽しく過ごしました。▲軽快な歌と踊りで子どもたちを魅了

▲参加者も壇上で一緒にダンシング！

参加無料

三　島　妃　陽 ちゃん

大　野　誉　尚 くん

大　庭　め　い ちゃん

井　熊　友　都 くん

伊　藤　あかね ちゃん

鈴　木　ら　ん ちゃん

大　野　吾　慧 くん

小　林　咲　那 ちゃん

佐　藤　　　築 くん

佐々木　愛　奈 ちゃん

吉　野　葵　衣 ちゃん

大　野　千　夏 ちゃん

菊　地　茉里奈 ちゃん

清　野　朱　音 ちゃん

関　口　紗　寧 ちゃん

舟　山　徹　平 くん

齋　藤　亜　美 ちゃん

子ども一人につき１時間の基準額
昼間（7:00～19:00）
早朝（7:00以前）
夜間（19:00以降）

500円

携帯電話相談（担当：子ども家庭課）
携帯電話のメールで子育て相談ができます。
●メールアドレス　kodomo@city.shiroishi.miyagi.jp
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健康ひろば健康ひろば ※問い合わせ先
健康推進課　022-1362
（健康センター内）

生活習慣病
予防のための ヘルシークッキング
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そこが知りたい
国保・老人保健

後期高齢者医療保険制度が今
年4月から始まりますが、ど

のような制度ですか?

平成20年4月1日から後期高
齢者医療保険制度が始まりま

す。対象となる方は現在老人保健制
度で医療を受けている方で、県内に
住む75歳以上の方および65歳から
74歳までの寝たきりなどの障害があ
る方です。これまで家族の健康保険
の被扶養者だった方も、この制度の
対象者(被保険者)となります。お医
者さんの窓口でお支払いになる自己
負担額は、これまでの老人保健と同
様に1割負担(現役並所得者は3割)で
変わりはありませんが、対象者の方
には原則として県内均一の保険料を
ご負担いただくことになります。保
険料の納付方法は、原則年金からの
天引きとなりますが、年金額が年額
18万未満の方や介護保険料との合算
額が年金受給額の2分の1を超える方
については納付書で直接納めていた
だくことになります。詳しくは下記
までお問い合わせください。

問健康推進課
　国民健康保険係・老人保健係
　☎22－1362

●休日当番医・調剤薬局
月日 内科 外科 調剤薬局 歯科

1月 1日 引地泌尿器科内科クリニック☎26－2823 
公立刈田綜合病院
☎25－2145 

さんた薬局
☎26－3376 

白
石
市
歯
科
休
日
診
療
所（
健
康
セ
ン
タ
ー
２
階
）　

☎
２
５
―
４
７
４
４

1月 2日 塚本内科消化器科
☎26－1026 

宮城医院
☎25－2062 

菅野薬局
☎26－2211 

1月 3日 やまきクリニック
☎26－3888 

加藤整形外科小児科医院
☎26－2653 

うさぎ薬局
☎26－3557 

サンコウ調剤薬局
☎24－2523 

1月 6日 たかはし内科クリニック☎22－2535 
公立刈田綜合病院
☎25－2145 

みどり薬局城北店
☎22－4966 

1月13日 亘理内科胃腸科医院☎25－8501 
公立刈田綜合病院
☎25－2145 

高木薬局
☎25－2320 

1月14日 三浦内科胃腸科クリニック☎25－6854 
堤医院

☎25－1181 
フレンド薬局清水小路

☎24－3393 

1月20日 海上内科医院
☎25－1501 

公立刈田綜合病院
☎25－2145 

フレンド薬局白石
☎24－2119 
伊新薬局
☎26－2593 

1月27日 水野内科クリニック☎25－2736 
橋本整形外科医院
☎25－1616 

エルム調剤薬局
☎25－1680 
あさひ薬局
☎22－5040 

2月 3日 梅津内科医院
☎24－3571 

公立刈田綜合病院
☎25－2145 

フジ薬局
☎24－3355 

2月10日 引地泌尿器科内科クリニック☎26－2823 
公立刈田綜合病院
☎25－2145 

さんた薬局
☎26－3376 

2月11日 塚本内科消化器科
☎26－1026 

さたけ整形外科（蔵王町円田）
☎33－4855 

二幸薬局
☎25－5105 

●「がん相談窓口開設」のお知らせ
　患者さんや家族の方ががんについて抱えているさまざまな不安、疑問、悩みなどについて、医師による面談を通して相談に
応じます。
・相談は、完全予約制となっておりますので電話などでお申し込みください。　受付時間：月曜～金曜、10:00～17:00
・予約の際、氏名、性別、年齢、連絡先、相談内容などを伺い、相談日を調整します。
・相談時間は一人30分までとし、料金は無料です。
※相談内容については、個人情報保護規定に基づいて秘密を厳守します。
●お申し込み・問い合わせ先　（財）宮城県対がん協会（仙台市青葉区上杉５丁目7-30）　☎022-263-1525

●献血へのご協力ありがとうございました

11月：白石工業高等学校　40名・白石高等学校　23名・トーカドエナジー（株）　17名
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●こころの保健事業　（場所：健康センター）

事業名 対象者 内容 相談日時

こころの相談
（精神保健福祉相談）心の健康問題を抱える人およびその家族 精神科医による個別相談

1月 8日（火） 9:30～12:00

2月 5日（火） 9:30～12:00

もの忘れ相談
（認知症相談） もの忘れや認知症の方およびその介護で悩む方々 精神科医による個別相談

1月16日（水）13:00～15:00

2月20日（水）13:00～15:00

※相談を受ける方は、事前に予約が必要です。ご利用の方は健康推進課（☎22-1362）にお問い合わせください。

●仙南保健福祉事務所からのお知らせ　（場所：仙南保健福祉事務所） ◎印は、相談員によるカウンセリングのみ

事業名 対象者 内容 相談日時

アルコール専門相談 アルコールの問題を抱えている本人およびその家族 精神科医や相談員による個別相談 ◎
◎
1月18日（金）
2月  1日（金）

13:00～15:00
13:00～15:00

思春期・ひきこもり
専門相談

思春期の心の問題を抱えた本人および
その家族や関係者、ひきこもりの状態の本人
およびその家族や関係者

精神科医による相談や診察および
相談員によるカウンセリング

◎

◎

1月11日（金）
1月25日（金）
2月  8日（金）
2月22日（金）

13:00～15:00
13:00～15:00
13:00～15:00
13:00～15:00

※相談を受けたい方は事前予約が必要です。ご利用の方は仙南保健福祉事務所・母子障害班（☎0224-53-3132）にお問い合わせください。

「
タ
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エルム調剤薬局白石店

 福永　信夫

Ｑ.

Ａ.

エネルギー221kcal／たんぱく質14.4g／塩分1.7g
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は
さ
い
の
目

切
り
に
し
て
ゆ
で
る
。ミ

ッ
ク
ス
ベ
ジ
タ
ブ
ル
も
ゆ

で
て
お
く
。ハ
ム
は
１
㎝

位
に
細
か
く
切
る
。

❸
卵
を
割
り
ほ
ぐ
し
、❶
と

❷
、牛
乳
、塩
、コ
シ
ョ
ウ

を
混
ぜ
る
。

❹
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
熱

し
、❸
を
流
し
入
れ
ふ
た

を
し
て
焦
げ
な
い
よ
う
に

弱
火
で
両
面
じ
っ
く
り
焼

き
上
げ
る
。

❺
❹
を
切
り
分
け
、皿
に
盛

り
つ
け
ケ
チ
ャ
ッ
プ
を
掛

け
て
出
来
上
が
り
。

卵 6個
ミックスベジタブル 80g
玉ネギ 1/2個
牛乳 40g
塩 少々
コショウ 少々
ハム 40g
じゃがいも 中1個
油 適量
トマトケチャップ 適量

材料（４人分）

スパニッシュオムレツ
ボリューム満点!
中の具は

冷蔵庫にあるもので
大丈夫です

●平成１９年度母子父子家庭等特別相談実施のお知らせ　（場所：仙南保健福祉事務所）

事業名 対象者 内容 相談日時 

母子父子家庭等
特別相談 

生活上での諸問題を抱えている
母子父子家庭などの方々 弁護士による個別相談 2月20日（水） 13：00～14：00 

※相談を受けたい方は事前予約が必要です。ご利用の方は仙南保健福祉事務所・母子障害班（☎0224-53-3132）にお問い合わせください。
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■人口　39,044人（前月比）－15人　　■世帯数

■出生件数：29件　死亡件数：40件　めんこ印贈呈該当婚姻数：４組

19,100 19,944 13,839
※住民基本台帳から
　11月30日現在

（11月1日～ 30日）

市内の交通事故
事故発生件数 75件 （707件）
死 亡 者 数 0人 （1人）
負 傷 者 数 26人 （185人）
物 損 件 数 52件 （560件）

市内のシートベルト
着用率（運転席）

12月4日　12:50～13:05　96.3％
（舞鶴会館前交差点）

11/1～11/30
（　）は累計

1月の定例相談会
相談種別 相談日時・会場

人権擁護 1月15日（火）　10:00～15:00市庁舎2階　第2会議室

行 政 1月15日（火）　10:00～15:00市庁舎2階　第2会議室

税 務

電話での相談のみとなります。国税に
関するご相談は、仙台国税局・電話相
談センターまでお問い合わせください。
（0022-221-3007または0022-783-7842）

社会保険 1月15日（火）　9:10～15:30市庁舎3階　第3会議室

無料法律 1月15日（火）　10:00～15:00市庁舎5階　第3委員会室

農 家 1月10日（木）　10:00～12:00農林振興センター

精神保健 1月8日（火）　 9:30～12:00
健康センター（要予約022-1362）

もの忘れ 1月16日（水）　13:00～15:00健康センター（要予約022-1362）

障 害 者 1月9・23日（水）　13:00～15:00福祉プラザやまぶき

補 聴 器
巡 回
サービス

（リオン）
1月10日（木）･23日（水）13:00 ～ 14:00
（ワイデックス）
1月29日（火）　13:00 ～ 14:00
市庁舎１階　東側和室

母子寡婦 随時（仙南保健福祉事務所）（00224-53-3132）

　生活基盤の整備や福祉事業などの
ため、次の方々からご寄付をいただき
ました。紙上からお礼申し上げます。
理容・美容業スマイリンググループ
代表　真壁太郎氏、１１３カラオケ
会会長　石塚佳一郎氏

　紙上から
礼申し上げますお

●日時　１月27日（日）8:45集合
●場所　中央公民館講座室
●参加費　1,200円（昼食代など）
※中学生以下は600円です。
●参加資格　市民など
●対戦方法　参加者の実力に応じて
組み分けを行い、組ごとに対戦者を
決定します。
●申し込み方法　市内各公民館に備
え付けている申込用紙に必要事項を
記入し、参加費を添えて中央公民館
にお申し込みください。
●申込締め切り日　１月17日（木）
●申し込み・問い合わせ先
中央公民館　026-2453

●日時　1月12日（土）10:30 ～ 14:30
●会場　壽

す

丸
まる

屋敷
●内容
①10:30 ～11:30
「アフリカの真珠」緑豊かなウガン
ダの話をきこう
「アフリカって？　ウガンダってど
んなところ？　～白石出身の小畑け
い子さんが見たウガンダ～」
・お話　小畑　けい子さん
（現JICAウガンダ事務所調整員）
　昨年度開催の「みやぎ国際協力の
つどいin白石」で、市民の皆さん
からいただきました算数の文房具
は、小畑さんを通じてウガンダの子
どもたちの手に渡りました。その報
告もしていただきます。
②11:30 ～14:30
アフリカを知るコーナー「アフリカ
めぐりをしてみよう」（見学自由）
　アフリカのいろんな国のブースを
めぐると、アフリカが見えてくる？
　参加者には、カレンダー付き世界
地図をプレゼント！
●主催　独立行政法人　国際協力機
構東北支部（ＪＩＣＡ東北）
問ＪＩＣＡ宮城デスク・阿部
　0022-275-5540
●Ｅメールアドレス
jicadpd-desk-miyagiken@jica.go.jp

　家族同士の励まし合いや助け合い
が大きな力になります。
●日時　1月15日（火）13:30 ～ 15:00
●場所　介護予防センター
●対象　どなたでも参加できます。
●内容　座談会
●参加費　100円（資料代など）
●申し込み・問い合わせ先
介護老人保健施設清風　022-2110
地域包括支援センター（福岡蔵本字
茶園62-1）　022-1361

テーマ｢あなたも行動派人間になれる｣

●講師　梨元　勝さん
●日時　３月８日（土）14:00 ～

●会場　中央公民館　大ホール
※入場整理券を中央公民館のほか、
各公民館、あしたば白石、アルタ白
石、図書館、市役所市民課の各窓口
で、２月初旬ごろから配布します。
　｢公民館まつり｣は公民館で生涯
学習に取り組んでいる皆さんの祭典
で、今年は３月７日（金）～９日（日）
に開催します。文化講演会のほか、
芸能発表会や各団体の作品展示が行
われます。詳しくは、広報しろいし
３月号でお知らせします。
問中央公民館　026-2453

　消防団伝統階
はしご

子隊の演技披露や市
内４つの市立保育園の幼年消防クラ
ブによるアトラクションのほか、消
防車両70台によるパレードなどを
行います。皆さん、ぜひお越しいた
だき、温かいご声援をお願いします。
●日時　１月６日（日）９:00 ～
・10:55 ～　伝統階子隊の演技
・11:30 ～　消防車両のパレード
●場所　ホワイトキューブ
※当日の午前７時、市内一斉にサイ
レン吹

すい

鳴
めい

を行いますので、火災と間
違わないようご注意ください。
問生活環境課　022-1314

　市民の方や市内外にお住まいの外
国人の方、関係団体の方を対象に、
交流を通して世界平和の輪を広げる
ため、新春セミナー＆パーティーを
開催します。ぜひご参加ください。
●日時　２月３日（日）10:00 ～
●場所　中央公民館
●対象者　市民、外国人、白石ユネスコ協会員
●内容　セミナー、チャリティーバ
ザー、ミニコンサート
●参加費　１人1,000円
●申し込み方法　中央公民館備え付
けの申込書に参加費を添えて１月
23日（水）までに、中央公民館にお
申し込みください。
問中央公民館　026-2453

　「英会話に興味はあるけど、ちょっ
と自信がない…。」と思っている方
はいませんか？　中央公民館では、
そんな方のために２月からビギナー
クラスの英会話講座を始めます。ぜ
ひご参加ください。
●期間　2月7日（木）～ 6月19日（木）
※毎週木曜日開催、19:00 ～20:30
●場所　中央公民館視聴覚室
●講師　ダニー・ローゼンバウム先生
　　　　（白石市国際交流員）
●内容　トラベル英会話など
●定員　20名（申し込み順）
●受付期間　1月16日（水）～25日（金）※土･日を除く
●申し込み・問い合わせ先
中央公民館　026-2453

ビギナーズ　　  会話講座英

　平成20年５月３日から５日まで、
ホワイトキューブを会場に開催しま
す全日本こけしコンクールは50回
を迎えます。これを記念して、ポス
ターのデザインを全国の小中学生を
対象に、またキャラクターデザイン
は一般から募集したところ、ポスタ
ーが28点、キャラクターが136点と
多数の応募がありました。
　素晴らしい作品ぞろいでしたが、
厳正なる審査の結果、下記の通り決
定しました。特選作品は、第50回全

日本こけしコンクールのポスターおよ
びキャラクターとして採用します。
　なお、入賞した方の表彰式は、平
成20年５月３日の第50回全日本こ
けしコンクールオープニングセレモ
ニー時に行う予定です。
　また、「ポスター・キャラクター
デザイン」応募全作品は、コンクー
ル期間中、会場のホワイトキューブ
に展示する予定です。
問第50回全日本こけしコンクール実
行委員会（商工観光課内）022-1321

白石ユネスコ協会新　　  パーティー春

楽しい国際理解講座「感じよう！
　　 フリカの大地の香りin白石」ア 認　　  症高齢者家族のつどい知

　甲子園球場で白球を追いかける元
高校球児たちの夢をかなえようと、
出身校別にチームを結成してあこが
れの甲子園球場でプレーをする「マ
スターズ甲子園｣｡この大会に、白
石高校野球部のＯＢでつくるチーム
が、昨年11月に行われた代表決定
戦で、大崎市の選抜に８対４と快勝
し、見事出場を決めました。
　平成16年から開催されているこ
の大会は、今年で５回目。北海道、
東北、関東地区の代表８チームが出
場して６月に開催されます。

第50回全日本こけしコンクール
｢ポスター・キャラクターデザイン｣が決定！

平成20年白石市消防　　  初式出

入場無料

入場無料第46回新　　  囲碁・将棋大会春

55年ぶりに｢白石高校｣が甲子園出場

第27回　　  民館まつり文化講演会公

▲現在も芸能リポーターとして大活躍中
受講無料

▲甲子園出場する白石高校OBの皆さん

▲

ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
特
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東
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校
３
年　
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部　
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さ
ん

　

作
品
名
「
桜
」

▲キャラクターデザイン特選
　信貴　正明 さん（新潟県）
　作品名「こけっち」

●ポスターデザインの部
（敬称略）

受章名 氏　名 学校名 学年
特 選 阿部みさき 東中学校 ３年

準特選
金野　静香 白石中学校 ３年
佐藤　　連

れん

白石第一小学校 ５年

入 選 松本　隼
はや

杜
と

福岡小学校 ２年
佐藤　彩香 東中学校 ３年

佳 作

片岡　真優 東中学校 ３年

小林　真夕 神奈川県川崎市立
鷺沼小学校 ２年

佐久間莉佳 白石第二小学校 ４年

●キャラクターデザインの部
（敬称略）

受章名 氏　名 住所

特 選 信
し

　貴
ぎ

　正　明 新潟県

準特選
柏　木　勇　三 岩手県

和　田　康　子 富山県

入 選

松　岡　英　男 山形県

山　﨑　由　紀 東京都

成　瀬　宜　行 愛知県



34古紙パルプ配合率70%の再生紙と、植物性大豆油インキを
使用し、環境に優しい水なし印刷方式を採用しています。

市の木「ブナ」 市の花「ヤマブキ」 市の鳥「ウグイス」

市・県民税（４期）、国民健康保険税（７期）の納期です1月は

正三さん、ひとみさ
んご夫妻の長男・長

女（大鷹沢）
まさ  み

パパからひとこと
いっぱい遊ぼうネ！

ママからひとこと
友達たくさん作ってネ！

H20.1

佐竹　歩弥くん・瑞菜ちゃん※わが家のアイドルを募集中！
　詳しくは総務課広報広聴係
　（022-1331）へ

「
弥
治
郎
こ
け
し
初
挽
き
」　
　
　
　
　

 

（
撮
影
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所
：
弥
治
郎
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社
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貴
之
さ
ん（
郡
山
）

　仕事などでお忙しい方、ぜひご利用ください。
●日時　１月30日（水）･１月31日（木）、17:30～19:30（市税は17:30～20:00）
●場所　市庁舎１階　収納管理室ほか

福山　隼人さん
（斎川小・１年）

うみのだいぼうけん

●ＤＶ・セクハラ相談
毎週月･水･金　9:00～17:00
男女共同参画相談支援センター（ふれあいプラザ内）
※電話相談も実施しています。　☎22-6035

●家庭児童相談
毎週月～金　8:30～16:00
総合福祉センター　☎22-1400

●青少年相談
毎週月･火･木･金　8:30～16:30
市庁舎４階　青少年相談センター　☎22-1342（内線445）

●消費生活相談
毎週月･水･金　9:00～16:00
消費生活相談室（いきいきプラザ内）　☎22-0783

●いじめ相談（アイライン）
Eメール　i-line@city.shiroishi.miyagi.jp　【24時間受け付け】
※電話相談も実施しています。（毎週月～金　8:30～16:30）
いじめ問題等対策室（教育委員会内）　☎22-1350

「しろいし安心メール」の登録方法
「shiro-i@posh.jp」あてに空メールを送信して、案内に従ってご登録ください。
二次元バーコード対応携帯電話をお持ちの方は、下のバーコードをご利用ください。

あゆ  み
みい  な

スコップ三味線の世界チャンピオン
城　まさおさん

　私たちの日常生活の中
で、おなじみの道具であるス
コップ。このスコップを楽器
として利用している方が、白
石にいらっしゃるのをご存じ

でしょうか。市内在住の城まさおさん（本名：城正男さん）は、ＳＬ機関車
助士時代に培った技を生かし、世にも珍しい「スコップ三味線」の奏者と
して、数々の舞台でご活躍されてきました。歌も得意で、「青雲白石城」
などの曲も出しています。
　昨年12月には、青森県五所川原市で行われたスコップ三味線の世
界大会で見事優勝。初代チャンピオンとして漆塗りのスコップを獲得
し、テレビや新聞などで幅広く紹介されました。「白石の新しい名物を目
指したい」と話す城さんに、その思いを伺いました。
●スコップ三味線を始めたきっかけは？

　私は昔、ＳＬ機関車助士の仕事に
携わっていたことがあり、仕事中、
手の空いたときにスコップをたた
いて歌を歌ったところ、仲間から大
変好評でした。この記憶を思い出
し、20年ほど前から、本格的に活
動を始めるようになりました。さま
ざまな場所で演奏させていただい
ていますが、「スコップが楽器にな

るんだ」という物珍しさも手伝って、お客さまから大変喜ばれます。一口
にスコップ三味線と言っても、スコップの大きさやたたく物の素材など
で、音質は微妙に変化します。その辺りをうまく調整しながら演奏する
ようにしています。楽器としてはまだまだ未知数な部分も多いので、こ
れからもその奥の深さを追求していきたいと思います。
●今後の抱負と市民の皆さんへのメッセージをどうぞ！
　スコップ三味線は誰もが楽しめ、たたいた本人も思わず笑ってしまう
楽器です。演奏活動を行う中で、多くの方が手をたたいて喜んでいる
姿を見たときは、とてもうれしく思います。昨年発生した台風被害に遭
われた、小原の小久保平地区の皆さんを慰問した時も大変喜ばれまし
た。これからも勉強を重ねながら、市民の皆さんと一緒に楽しんでいき
たいと思います。そして、いつの日かこのスコップ三味線が新しい白石
の名物になれたらと思います。今月はスパッシュランドしろいしでも演
奏する予定ですので、一度ぜひご覧になってください。これからも感謝
の気持ちを忘れることなく頑張っていきますので、皆さん、どうぞよろ
しくお願いします。

　

び

じょう

「夜間収納総合窓口」開設（市で取り扱うすべての税金・料金の納入）

▲演奏に使用するスコップやばち。試行錯
誤を重ねています。

▲昨年11月23日、中央公民館で行われたチャリティーコンサ
ートで演奏を披露する城さん。今後の活動が注目されます。

しろ


